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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１．４８の屈折率を有する（メタ）アクリレート系コポリマーのマトリック
スと、
　前記マトリックス中に分散した、熱可塑性ポリマーの粒子であって、前記粒子の少なく
とも一部が、可視光の波長よりも大きな平均粒径を有する熱可塑性ポリマーの粒子と、
　を含む接着剤組成物であって、該接着剤組成物が光学的に透過性であり、前記マトリッ
クスと熱可塑性ポリマーの粒子の間の屈折率の差が、可視光がこのマトリックスを影響な
く透過するほど十分小さい、接着剤組成物。
【請求項２】
　前記（メタ）アクリレート系コポリマーが、芳香族モノマーのコポリマーを、総モノマ
ー１００部に対して少なくとも５部の量で含み、前記芳香族モノマーが、次の式：
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【化１】

　（式中、
　Ａｒは、非置換の又はＢｒｙ及び（Ｒ３）ｚからなる群から選択される置換基で置換さ
れた芳香族基（式中、ｙは、前記芳香族基に結合された臭素置換基の数を表しかつ０～３
の整数であり、Ｒ３は、炭素数２～１２の直鎖又は分枝鎖アルキルであり、ｚは、前記芳
香族環に結合されたＲ３置換基の数を表しかつ０～１の整数であり、ただしｙ及びｚはど
ちらも０でない）であり、
　Ｘは、酸素、硫黄、又は－ＮＲ４－（式中、Ｒ４は、Ｈ又はＣ１～Ｃ４アルキルである
）であり、
　ｎは、０～３であり、
　Ｒ１は、炭素数２～１２の非置換の直鎖又は分枝鎖アルキル連結基であり、
　Ｒ２は、Ｈ又はＣＨ３のいずれかである）を有する、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３】
　基材と、
　前記基材の少なくとも一部に配置された接着剤と、を備える物品であり、前記接着剤が
、
　少なくとも１．４８の屈折率を有する（メタ）アクリレート系コポリマーのマトリック
スと、
　前記マトリックス中に分散した、熱可塑性ポリマーの粒子であって、前記粒子の少なく
とも一部が、可視光の波長よりも大きな平均粒径を有する熱可塑性ポリマーの粒子と、を
含み、
　前記接着剤組成物は、光学的に透過性であり、前記マトリックスと熱可塑性ポリマーの
粒子の間の屈折率の差が、可視光がこのマトリックスを影響なく透過するほど十分小さい
、物品。
【請求項４】
　接着剤物品の調製方法であって、
　少なくとも１．４８の屈折率を有するホットメルト加工可能な（メタ）アクリレート系
コポリマーと、
　パッケージ材料と、を含む、ホットメルト加工可能なパッケージ化接着剤組成物を提供
することと、
　前記パッケージ化接着剤組成物をホットメルト加工することと、
　前記ホットメルト加工されたパッケージ化接着剤組成物を基材上に配置することと、を
含み、
　前記接着剤が光学的に透過性であり、前記（メタ）アクリレート系コポリマーと前記パ
ッケージ材料の間の屈折率の差が、可視光がこのホットメルト加工されたパッケージ化接
着剤組成物を影響なく透過するほど十分小さい、方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接着剤、具体的には光学的に透明で、ホットメルト加工可能で、かつ高屈折
率を有する、接着剤に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　接着剤は、種々の、標識、保持、保護、封止、及び遮蔽目的のために用いられている。
接着剤テープは、一般に、裏材、又は基材、及び接着剤を含む。接着剤の１種である感圧
接着剤（ＰＳＡ）は、多くの用途に特に望ましい。
【０００３】
　ＰＳＡは、当業者には、（１）攻撃的及び永久的粘着力、（２）指圧以下の圧力による
接着力、（３）被着体に保持する十分な能力、及び（４）被着体からきれいに除去するの
に十分な貼着力、を含む特定の特性を室温で有していることは周知である。ＰＳＡとして
よく機能を果たすことがわかっている材料は、粘着力と剥離接着力と剪断強度の望ましい
バランスをもたらすのに必要な、粘弾性を示すように設計され、配合されたポリマーであ
る。ＰＳＡの調製に最も一般的に用いられるポリマーは、天然ゴム、合成ゴム（例えば、
スチレン／ブタジエンコポリマー（ＳＢＲ）及びスチレン／イソプレン／スチレン（ＳＩ
Ｓ）ブロックコポリマー）、及び種々の（メタ）アクリレート（例えば、アクリレート及
びメタクリレート）コポリマーである。本質的に粘着性であるいくつかの（メタ）アクリ
レートを除いて、これらのポリマーは典型的に適当な粘着付与樹脂とブレンドされ、感圧
性が付与される。
【０００４】
　接着剤分野にもたらされた進歩には、パッケージ又はパウチ内に調製される接着剤及び
高屈折率の接着剤がある。接着剤は、例えば米国特許第６，２９４，２４９号及び同第６
，９２８，７９４号（Ｈａｍｅｒら）に記載のようにしてパッケージ又はパウチ内に調製
される。さらに、高屈折率の感圧接着剤については米国特許第７，３３５，４２５号（Ｏ
ｌｓｏｎら）に記載されている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本明細書に開示されるのは、接着剤組成物、パッケージ化接着剤組成物、物品、及び当
該物品の製造方法である。本開示の接着剤組成物は、光学的に透過性であり、かつ少なく
とも１．４８の屈折率を有する（メタ）アクリレート系コポリマーと、熱可塑性ポリマー
の粒子と、を含む。粒子の少なくとも一部は、可視光波長よりも大きな平均粒径を有する
。
【０００６】
　重合プレ接着剤混合物を含むパッケージ化接着剤組成物、そして重合性プレ接着剤組成
物及びパッケージング材料も更に開示する。重合性プレ接着剤組成物は、次の式で表され
る芳香族モノマーを、総モノマー１００部に対して少なくとも５部の量で含む。
【０００７】
【化１】

　（式中、Ａｒは、非置換の又はＢｒｙ及び（Ｒ３）ｚからなる群から選択される置換基
で置換された芳香族基（式中、ｙは芳香族基に結合された臭素置換基の数を表しかつ０～
３の整数であり、Ｒ３は、炭素数２～１２の直鎖又は分枝鎖アルキルであり、ｚは、芳香
族環に結合されたＲ３置換基の数を表しかつ０～１の整数であり、ただしｙ及びｚはどち
らも０でない）であり、Ｘは、酸素、硫黄又は－ＮＲ４－（式中、Ｒ４は、Ｈ又はＣ１～
Ｃ４アルキルである）であり、ｎは０～３であり、Ｒ１は、炭素数２～１２の非置換の直
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鎖又は分枝鎖アルキル連結基であり、Ｒ２は、Ｈ又はＣＨ３のいずれかである）。
【０００８】
　基材と、基材の少なくとも一部に付着させた接着剤と、を備える物品についても開示す
る。接着剤は、少なくとも１．４８の屈折率を有する（メタ）アクリレート系コポリマー
と、熱可塑性ポリマーの粒子であって、前記粒子の少なくとも一部が可視光波長よりも大
きな平均粒径を有する熱可塑性ポリマーの粒子と、を含み、接着剤組成物は光学的に透過
性である。
【０００９】
　ホットメルト加工可能なパッケージ化接着剤組成物を提供する工程と、パッケージ化接
着剤組成物をホットメルト加工する工程と、ホットメルト加工されたパッケージ化接着剤
組成物を基材上に配置する工程と、を含む、接着剤物品の製造方法についても開示する。
パッケージ化接着剤については先に述べている。ホットメルト加工可能なパッケージ化接
着剤組成物を提供する工程には、重合性プレ接着剤反応性混合物とパッケージ材料とを混
合してパッケージ化プレ接着剤組成物を形成する工程と、プレ接着剤混合物を重合する工
程と、が含まれる。重合性プレ接着剤組成物については先に述べている。パッケージ化プ
レ接着剤組成物の重合は、パッケージ化プレ接着剤組成物中に含まれる反応開始剤を活性
化することにより、又はガンマ線を暴露することにより、行うことが可能である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　医療、電子、自動車、及び光学工業のような分野における、接着剤、特に感圧接着剤の
使用が増加している。これらの工業界の要求は、粘着力、剥離接着力、及びせん断強度の
従来からの特性を超える更なる要求を、感圧接着剤に対して課すものである。新しい種類
の材料は、感圧性接着剤に対する次第に要求が厳しくなっている性能要件を満たすことが
望ましい。新しい種類の感圧接着剤に対する性能要件には、光学的に透過性又は光学的に
透明などの光学特性がある。
【００１１】
　感圧接着剤の多くは、性能問題に関する厳しい要求に対処するように調製されている。
これら感圧接着剤は、多くの場合、溶液又は溶剤型混合物、大抵は大量の溶媒を含む溶液
又は溶剤型混合物として提供される。コーティング又は調合の際に、接着剤層を生成する
ために、溶媒は除去される必要がある。多くの場合、溶媒は、炉で加熱するなどの高温処
理の使用を通じて除去される。そのような溶媒除去工程は、溶媒除去が追加の工程を必要
とするため、物品の形成費用が増大する可能性がある。伴われる追加の工程のみではなく
、これらの工程は、溶媒が揮発性で通常可燃性であるため、特殊な配慮、注意、及び設備
を必要とすることが多い。加えて、接着剤溶液の発送には、追加された溶媒の重量のため
、更なる費用を追加し、溶媒の存在のために特別な発送上の注意を必要とする可能性があ
る。溶媒再生設備を使用しても、環境への溶媒の放出の可能性が高いため、環境への懸念
もまた溶剤型接着剤系に関する問題である。
【００１２】
　したがって、１００％固体の接着剤系が開発された。これらの１００％固体の接着剤系
には、ホットメルト処理可能な接着剤があり、例えばホットメルト処理可能な感圧接着剤
が挙げられる。溶媒処理がホットメルト処理に置き換えられると、困難が生じた。多くの
場合、溶媒供給接着剤層の特性をホットメルト供給系で再現するのは困難である。
【００１３】
　さらに、１００％固体の感圧接着剤は粘着性ポリマー組成物であることから、当該組成
物は、特に大規模になると処理し難くなる可能性もある。この処理問題を解決するために
多種多様な技術が開発されている。かかる技術の一つは、ポリマーのパウチ内での感圧接
着剤ポリマー又は組成物の調製である。これらのパウチにより、粘着性ポリマー組成物に
触れることなく処理することが可能である。パウチ全体を、例えば押出機又は同様の混合
装置においてホットメルト加工し、コーティングすることで感圧接着剤層が形成され得る
。感圧接着剤層には、感圧接着剤ポリマー又は組成物の他に、パウチ材料の残留物も含ま
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れている。パウチ材料の残留物は、ポリマー粒子を含むことが多い。感圧接着剤が見えな
い系（例えば、多くのテープ構造物と一体となっている場合）又は感圧接着剤が光学特性
を有しなくてよい系では、ポリマー粒子の存在は通常問題ではない。しかし、ポリマー粒
子が可視光を散乱するほど大きい、すなわちスペクトルの可視域に関連する光の波長より
も大きく、しかもポリマー粒子が感圧接着剤ポリマー又は組成物とは異なる屈折率を有す
る場合、接着剤層は可視光を散乱する可能性がある。この散乱により、低下した可視光透
過率及び増加したヘイズという不利益な結果が生じる。接着剤層の光学特性に対する要求
が、高い可視光透過率及び低いヘイズのように次第に厳しくなってきていることから、ポ
リマーのパウチ内で感圧接着剤ポリマー又は組成物を調製して、そのパウチを次いでホッ
トメルト処理しコーティングすることで接着剤層を形成するという好ましいプロセスでは
好結果が得られ難いと考えられる。
【００１４】
　本明細書に開示するのは、感圧接着剤ポリマー又は組成物をポリマーのパウチ内で好ま
しく調製し、これらのパウチを次いでホットメルト加工しコーティングすることで望まし
い光学特性、例えば高い可視光透過率及び／又は低いヘイズなどを有する接着剤層を形成
することを利用できるように開発された、接着剤組成物及び技術である。この感圧接着剤
組成物は、屈折率が比較的高い（メタ）アクリレート系ポリマーを含む。このポリマーの
比較的高い屈折率は、感圧接着剤に用いられる従来の（メタ）アクリレート系ポリマーよ
りも高く、パウチ材料に用いられるポリマーの屈折率と同様となるように設計される。そ
のため、パウチの残留物が、可視光波長よりも大きな粒子として含まれていたとしても、
（メタ）アクリレート系ポリマーとパウチの残留物粒子との屈折率のずれを制限すること
で、所望の光学特性、例えば高い可視光透過率及び／又は低いヘイズを有する接着剤層の
作製が可能となる。
【００１５】
　特に断らないかぎり、本明細書及び添付の「特許請求の範囲」で使用される構造のサイ
ズ、量、及び物理的特性を表わす数字はすべて、いずれの場合においても「約」なる語に
よって修飾されているものとして理解されるべきである。それ故に、そうでないことが示
されない限り、前記の明細書及び添付の「特許請求の範囲」で示される数値パラメータは
、本明細書で開示される教示内容を用いて、当業者が目標対象とする所望の特性に応じて
変化し得る近似値である。終点による数の範囲の記述は、その範囲内に包含される全ての
数（例えば、１～５は、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、及び５を含む）
及びその範囲内の任意の範囲を含む。
【００１６】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用するとき、その内容に別段の明確な指
示がない限り、「ａ」、「ａｎ」、及び「ｔｈｅ」という単数形には、複数の指示物を有
する実施形態が包含される。例えば、「層（a layer）」は、１つ又は２つ又はそれ以上
の層を有する実施形態を包含する。本明細書及び添付の「特許請求の範囲」で使用される
とき、用語「又は」は、その内容によって別段の明確な指示がなされていない場合は、一
般に「及び／又は」を含む意味で用いられる。
【００１７】
　用語「接着剤」は、本明細書で使用するとき、２つの被着体を互いに接着させるのに有
用なポリマー組成物を指す。接着剤の例は、加熱活性化接着剤及び感圧接着剤である。
【００１８】
　加熱活性化接着剤は、室温では非粘着性であるが、高温では粘着性になり、基材に接着
できるようになる。加熱活性化接着剤は、通常、室温より高いＴｇ（ガラス転移温度）又
は融点（Ｔｍを有する。室温がＴｇ又はＴｍより高い場合、貯蔵弾性率は通常低下し、接
着剤が粘着性になる。
【００１９】
　感圧性接着剤組成物は、当業者には、（１）攻撃的及び永久的粘着力、（２）指圧以下
の圧力による接着力、（３）被着体に保持する十分な能力、及び（４）被着体からきれい
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に除去するのに十分な貼着力を含む特性を有することが周知である。感圧接着剤としてう
まく機能することが見出された材料は、粘着性と剥離接着力と剪断保持力の所望のバラン
スをもたらす必要な粘弾性特性を示すように設計及び配合されたポリマーである。特性の
適正なバランスを得るのは、単純なプロセスではない。
【００２０】
　用語「ガラス転移温度」と「Ｔｇ」は同じ意味で使用される。通常、Ｔｇ値は、特に断
りのない限り、示差走査熱量測定法（ＤＳＣ）を用いて測定される。
【００２１】
　用語「室温」とは、特に断りのない限り、周囲温度、一般には２０～２２℃を指す。
【００２２】
　用語「（メタ）アクリレート」は、アルコールのアクリル又はメタクリルエステル単量
体を指す。アクリレート及びメタクリレートモノマー又はオリゴマーは、本明細書では「
（メタ）アクリレート」と総称される。「（メタ）アクリレート系」として記載されるポ
リマーは、主として（５０重量％超の）（メタ）アクリレートモノマーから調製されるポ
リマー又はコポリマーであり、追加のエチレン性不飽和モノマーを含んでよい。
【００２３】
　特に断らないかぎり、「光学的に透過性（ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　ｔｒａｎｓｐａｒｅｎ
ｔ）」とは、可視光スペクトル（約４００～約７００ｎｍ）の少なくとも一部にわたって
高い光透過率を有する物品、フィルム又は接着剤組成物のことを指す。
【００２４】
　特に指示がない限り、「光学的に透明（ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　ｃｌｅａｒ）」とは、可
視光線スペクトル（約４００～約７００ｎｍ）の少なくとも一部において高い光透過性を
有しかつ低いヘイズを呈する、接着剤又は物品を指す。
【００２５】
　本明細書で使用するとき、用語「可視光の波長」には、可視光を構成する光スペクトル
の波長（約４００～約７００ｎｍ）が含まれる。
【００２６】
　屈折率は、本明細書では、約５８３．９ナノメートル（ｎｍ）の波長でナトリウムの黄
色光を放射している状態の、自由空間における電磁放射線の速度と、その材料中の放射速
度との比であると理解される、材料（例えば、モノマー又はその重合生成物）の絶対屈折
率として定義される。屈折率は、既知の方法を使用して測定でき、一般にＡｂｂｅ屈折計
を使用して測定される。
【００２７】
　本明細書で使用するとき、用語「隣接する」は、２つの層に関するときには、それら２
層が互いの間に空間を介在させずに互いに近接していることを意味する。２つの層は互い
に直接接触している場合もあり（例えばラミネートされている）、介在層がある場合もあ
る。
【００２８】
　用語「アルキル」は、飽和炭化水素であるアルカンのラジカルである一価の基を指す。
アルキルは、直鎖、分枝鎖、環状又はこれらの組み合わせであってよく、通常、１～２０
個の炭素原子を有する。幾つかの実施形態では、アルキル基は、１～１８個、１～１２個
、１～１０個、１～８個、１～６個、又は１～４個の炭素原子を含有する。アルキル基の
例としては、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、
ｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、シクロヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－
オクチル、及びエチルヘキシルが挙げられるが、これらに限定されない。
【００２９】
　用語「アリール」は、芳香族及び炭素環である一価の基を指す。アリールは、芳香環と
結合又は縮合した１～５個の環を有することもある。他の環構造は、芳香族、非芳香族、
又はこれらの組み合わせであってよい。アリール基の例としては、フェニル、ビフェニル
、テルフェニル、アントリル、ナフチル、アセナフチル、アントラキノニル、フェナンス
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リル、アントラセニル、ピレニル、ペリレニル、及びフルオレニルが挙げられるが、これ
らに限定されない。
【００３０】
　用語「アルキレン」は、アルカンのラジカルである二価の基のことを指す。アルキレン
は、直鎖状、分枝状、環状、又はこれらの組み合わせであってよい。多くの場合、アルキ
レンは炭素原子を１～２０個有する。幾つかの実施形態では、アルキレンは、１～１８個
、１～１２個、１～１０個、１～８個、１～６個、又は１～４個の炭素原子を含有する。
アルキレンのラジカル中心は、同じ炭素原子上に存在してもよく（すなわち、アルキリデ
ン）、又は異なる炭素原子上に存在してもよい。
【００３１】
　用語「アリーレン」とは、炭素環式でかつ芳香族である、二価の基を指す。この基は、
連結している、縮合している、又はこれらの組み合わせである１～５個の環を含有する。
その他の環は、芳香族、非芳香族、又はこれらの組み合わせであってよい。幾つかの実施
形態では、アリーレン基は、最大で５個、最大で４個、最大で３個、最大で２個、又は１
個の芳香環を有する。例えば、アリーレン基はフェニレンであってよい。
【００３２】
　用語「フリーラジカル重合可能」及び「エチレン性不飽和」は同じ意味で使用され、フ
リーラジカル重合機序を介して重合できる炭素－炭素二重結合を含有する反応性基を指す
。
【００３３】
　本明細書では、光学的に透過性でかつ少なくとも１．４８の屈折率を有する（メタ）ア
クリレート系コポリマーと、熱可塑性ポリマーの粒子であって、前記粒子の少なくとも一
部が可視光の波長よりも大きな平均粒径を有する熱可塑性ポリマーの粒子と、を含む接着
剤組成物について開示する。接着剤組成物は、更に、他の任意の添加剤を含有してもよい
。これら光学的に透過性である組成物は、通常、８５％超の可視光透過率を有する。一部
の実施形態では、光学的に透過性である組成物は、９０％超の可視光透過率を有する。さ
らに、この光学的に透過性である組成物は、通常１０％未満の、また、一部の実施形態で
は５％未満のヘイズ値を有する。
【００３４】
　本開示の一部の実施形態では、接着剤組成物は光学的に透明である。光学的に透明な組
成物は、一般に、９０％超の可視光透過率及び５％未満のヘイズを有する。一部の実施形
態では、光学的に透明な組成物は、９５％超の可視光透過率及び２％未満のヘイズ値を有
することもある。
【００３５】
　可視光透過率及びヘイズは、よく知られた光学技術を用いて測定することが可能である
。例えば、可視光透過率及びヘイズは、ＢＹＫガードナー分光光度計により、ＡＳＴＭ試
験方法Ｄ１００３に記載の技法を用いて測定することが可能である。接着剤組成物の光学
特性、例えば接着剤組成物が光学的に透過性であるか又は光学的に透明であるかなどは、
様々なパラメータに依存し得る。パラメータとしては、（メタ）アクリレート系ポリマー
の組成、粒子の組成、任意の添加剤の有無、接着剤組成物を調製するのに用いられるプロ
セス条件、などがある。所望の光学特性は、用途及び意図される使用によって異なるため
、異なる光学特性を有する様々な接着剤組成物が適切でありうる。例えば、一部の用途で
は、光学的に透過性な接着剤組成物が適しているが、別の用途では、光学的に透明な接着
剤組成物が必要とされる。
【００３６】
　少なくとも１．４８の屈折率を有する（メタ）アクリレート系コポリマーは、様々な（
メタ）アクリレートモノマーから調製され、他のフリーラジカル重合性モノマーを更に含
んでいてもよい。一部の実施形態では、（メタ）アクリレート系コポリマーの屈折率は少
なくとも１．５０である。（メタ）アクリレート系コポリマーの屈折率は、本開示の接着
剤組成物の最終特性を制御するのに用いられるパラメータの一つであるため、少なくとも
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１．４８という様々な屈折率が本開示に包含される。
【００３７】
　（メタ）アクリレート系コポリマー中のモノマーのうち少なくとも１種は、比較的高い
屈折率を有する芳香族モノマーである。通常、芳香族モノマーは、ガラス転移温度（Ｔｇ

）が７０℃以下、あるいは５０℃以下のホモポリマーである。本開示において、（メタ）
アクリレート系コポリマーは、通常、少なくとも１種の芳香族モノマーを、総モノマー１
００重量部に対して少なくとも５重量部の量で含む。一部の実施形態では、（メタ）アク
リレート系コポリマーは、通常、少なくとも１種の芳香族モノマーを、総モノマー１００
重量部に対して少なくとも１０重量部、総モノマー１００重量部に対して少なくとも１５
重量部、総モノマー１００重量部に対して少なくとも２０重量部、総モノマー１００重量
部に対して少なくとも２５重量部、あるいは総モノマー１００重量部に対して少なくとも
３０重量部の量で含むこれら（メタ）アクリレートモノマーは、典型的な（メタ）アクリ
レートモノマーよりもどちらかといえば高価で、かつ、通常、感圧接着剤などの接着剤の
調製に用いられる典型的な（メタ）アクリレートモノマーよりもＴｇが高いため、多くの
場合、（メタ）アクリレート系コポリマーに含まれる芳香族モノマーの量を制限すること
が望ましい。
【００３８】
　芳香族モノマーの濃度及び使用される特定の芳香族モノマー（１種又は複数種）の同一
性は、（メタ）アクリレート系コポリマーの所望の特性に少なくともある程度左右される
。芳香族モノマーは、接着剤ポリマーの調製に用いられる従来の（メタ）アクリレートモ
ノマーよりもガラス転移温度が高いホモポリマーである傾向があるので、（メタ）アクリ
レート系コポリマーの調製に用いられる芳香族モノマーの選択及び量には注意を払わなけ
ればならない。（メタ）アクリレート系コポリマーが感圧接着特性を有するものである場
合、感圧接着剤コポリマーのガラス転移温度は、通常２０℃以下、更には０℃以下である
。しかし、（メタ）アクリレート系コポリマーが加熱活性化接着特性を有するものである
場合、（メタ）アクリレート系コポリマーは更に高いガラス転移温度を有することもある
。
【００３９】
　好適な芳香族モノマーの例としては、米国特許第７，３３５，４２５号（Ｏｌｓｏｎら
）に記載されているものが挙げられ、以下の一般式１で表すことができる。
【００４０】
【化２】

　（前記式中、
　Ａｒは、非置換の又はＢｒｙ及び（Ｒ３）ｚからなる群から選択される置換基で置換さ
れた芳香族基（式中、ｙは、芳香族基に結合した臭素置換基の数を表しかつ０～３の整数
であり、Ｒ３は、炭素数２～１２の直鎖又は分枝鎖アルキルであり、ｚは、芳香族環に結
合されたＲ３置換基の数を表し、ｙ及びｚが０でなければ、０～１の整数である）であり
、
　Ｘは、酸素、硫黄、又は-ＮＲ４－（式中、Ｒ４は、Ｈ又はＣ１～Ｃ４アルキルである
）であり、ｎは０～３であり、
　Ｒ１は、炭素数２～１２の非置換の直鎖又は分枝鎖アルキル連結基であり、
　Ｒ２は、Ｈ又はＣＨ３のいずれかである。）
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【００４１】
　芳香族モノマーの一部の実施形態では、Ｘは酸素である。この実施形態の
　芳香族モノマーのうち、モノマーの基としては、Ａｒがナフチルである式２で表される
ものが挙げられる。
【００４２】
【化３】

　（前記式中、Ｒ１、Ｒ２、及びｎは、先に定義した通りである。）ナフチル基は、非置
換であるか又は上述のように置換されている。ナフチル芳香族モノマー類のうち、別のモ
ノマー類は、Ａｒが１－ナフチル又は２－ナフチルであるものである。
【００４３】
　Ｘが酸素である芳香族モノマーの実施形態のうち、別のモノマー類としては、Ａｒがフ
ェニルである式３で表されるものが挙げられる。
【００４４】
【化４】

　（前記式中、Ｒ１、Ｒ２、及びｎは先に定義した通りである。）フェニル基は、非置換
であるか又は上述のように置換されている。フェニル芳香族モノマーの置換基のうち、一
般に、フェニルはジブロモ置換されている。臭素置換されたモノマー類のうち、フェニル
モノマーは、２－アルキル置換されていても、又は４－置換されていてもよい。
【００４５】
　芳香族モノマーの他の実施形態では、Ｘは硫黄である。この実施形態の芳香族モノマー
のうち、モノマー類としては、Ａｒがナフチルである式４のものが挙げられる。
【００４６】
【化５】
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　（前記式中、Ｒ１、Ｒ２、及びｎは、先に定義した通りである。）ナフチル基は、非置
換であるか又は上述のように置換されている。ナフチル芳香族モノマー類のうち、更なる
モノマー類は、Ａｒが１－ナフチル又は２－ナフチルであるものである。
【００４７】
　Ｘが硫黄である芳香族モノマーの実施形態において、別のモノマー類としては、Ａｒが
フェニルである式５で表されるものが挙げられる。
【００４８】
【化６】

　（前記式中、Ｒ１、Ｒ２、及びｎは、先に定義した通りである。）フェニル基は、非置
換であるか又は上述のように置換されている。フェニル芳香族モノマー類において、フェ
ニルは、一般に、ジブロモ置換されている。別の類において、フェニルモノマーは、２－
アルキル置換されていても、又は４－アルキル置換されていてもよい。
【００４９】
　本開示において好適な芳香族モノマーのいくつかの具体例としては、６－（４，６－ジ
ブロモ－２－イソプロピルフェノキシ）－１－ヘキシルアクリレート、６－（４，６－ジ
ブロモ－２－ｓｅｃ－ブチルフェノキシ）－１－ヘキシルアクリレート、２，６－ジブロ
モ－４－ノニルフェニルアクリレート、２，６－ジブロモ－４－ドデシルフェニルアクリ
レート、２－（１－ナフチルオキシ）－１－エチルアクリレート、２－（２－ナフチルオ
キシ）－１－エチルアクリレート、６－（１－ナフチルオキシ）－１－ヘキシルアクリレ
ート、６－（２－ナフチルオキシ）－１－ヘキシルアクリレート、８－（１－ナフチルオ
キシ）－１－オクチルアクリレート、８－（２－ナフチルオキシ）－１－オクチルアクリ
レート、２－フェニルチオ－１－エチルアクリレート、及びフェノキシエチルアクリレー
トが挙げられるが、これらに限定されない。
【００５０】
　芳香族モノマーの一つの特に好適な種類は、米国特許出願公開第２０１０／００４８８
０４号（Ｄｅｔｅｒｍａｎら）に記載されているものである。この芳香族モノマーは、次
の一般式６で表される。
【００５１】

【化７】

　（前記式中、
　Ｘ１及びＸ２は、それぞれ独立して、－Ｏ－、－Ｓ－、又は－ＮＲ４－であり、Ｒ４は
Ｈ又はＣ１～Ｃ４アルキルであり、一部の実施形態では、Ｘ１及びＸ２はそれぞれ－Ｏ－
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であり、
　Ｒ１は、炭素数１～８個のアルキレンであって、１つ以上のエーテル酸素原子及び１つ
以上のペンダントヒドロキシ基を含有していてよく、
　ｎは、０～３の整数であり、
　Ｒ２は、Ｈ又はＣＨ３のいずれかである。）
【００５２】
　式６の芳香族モノマーの特定の実施形態において、Ｒ１は、炭素数１～８のアルキレン
、すなわち、－ＣａＨ２ａ－（式中、ａは、１～８である）である。他の実施形態では、
Ｒ１は、１つ以上のカテナリーエーテル酸素原子を含有してよく、例えば、－ＣｂＨ２ｂ

－Ｏ－ＣｃＨ２ｃ－（式中、ｂ及びｃは少なくとも１であり、ｂ＋ｃは２～８である）で
ある。別の実施形態では、Ｒ１は、ペンダントヒドロキシ基を含有してよく、例えば、－
ＣｂＨ２ｂ－ＣＨ（ＯＨ）－ＣｃＨ２ｃ－（式中、ｂ及びｃは少なくとも１であり、ｂ＋
ｃは２～８である）である。必要に応じて、ビフェニル基を臭素化して、得られる接着剤
の屈折率を高めてもよい。しかしながら、このような臭素置換はまた、接着剤のＴｇも上
昇させる場合がある。ビフェニル環は、０～２個の臭素原子を有してよく、典型的には、
臭素原子はＸ１基のオルト位及び／又はパラ位に置換される。特に望ましいビフェニルモ
ノマーは、ガラス転移温度が７０℃以下のホモポリマーを有するものである。
【００５３】
　多種多様なコモノマーを前記芳香族モノマーと共に用いて所望の（メタ）アクリレート
系コポリマーを生成することも可能である。前記コモノマーとしては、アルキル（メタ）
アクリレートモノマー、極性（メタ）アクリレート及びエチレン性不飽和モノマー、及び
他のエチレン性不飽和モノマーが挙げられる。
【００５４】
　有用なアルキル（メタ）アクリレートモノマーは、総モノマー１００重量部に対して最
高９５重量部までの範囲で含まれてよい。更には、アルキル（メタ）アクリレートは、総
モノマー１００重量部に対して７０～９５重量部の濃度で含まれる。有用なモノマーとし
ては、そのアルキル基が約１～約１２個の炭素原子、好ましくは約４～８個の炭素原子を
含む、非三級アルキルアルコールのアクリル酸又はメタクリル酸エステル単量体、及びこ
れらの混合物からなる群から選択される少なくとも１つのモノマーが挙げられる。
【００５５】
　好適なアルキル（メタ）アクリレートモノマーとしては、アクリル酸又はメタクリル酸
と、１－ブタノール、１－ペンタノール、２－ペンタノール、３－ペンタノール、２－メ
チル－１－ブタノール、１－メチル－１－ブタノール、１－メチル－１－ペンタノール、
２－メチル－１－ペンタノール、３－メチル－１－ペンタノール、２－エチル－１－ブタ
ノール、２－エチル－１－ヘキサノール、３，５，５－トリメチル－１－ヘキサノール、
３－ヘプタノール、２－オクタノール、１－デカノール、１－ドデカノール、その他同種
のものなどの非三級アルキルアルコールとのエステル、及びこれらの混合物からなる群か
ら選択されるものが挙げられるが、これらに限定されない。このようなアクリル酸又はメ
タクリル酸エステル単量体は、当該技術分野において既知であり、市販されている。
【００５６】
　加えて、アルキル（メタ）アクリレート系コポリマーは、共重合性極性モノマーを更に
含んでいてもよい。極性モノマーは、接着剤の凝集強さを増強させるのに使用され得る。
一般に、極性モノマーは、典型的には、総モノマー１００重量部に対して約０～約１２重
量部、更には総モノマー１００重量部に対して約２～約８重量部の範囲で含まれている。
有用な極性モノマーとしては、エチレン性不飽和カルボン酸、エチレン性不飽和スルホン
酸、及びエチレン性不飽和リン酸、並びにこれらの混合物からなる群から選択されるもの
が挙げられるが、これらに限定されない。かかる化合物の例としては、アクリル酸、メタ
クリル酸、イタコン酸、フマル酸、クロトン酸、シトラコン酸、マレイン酸、Ｂ－カルボ
キシエチルアクリレート（B-carboxyethyl acrylate）、スルホエチルメタクリレート、
その他同種のもの、及びこれらの混合物からなる群から選択されるものが挙げられるが、
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これらに限定されない。
【００５７】
　その他有用な共重合性極性モノマーとしては、アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジアルキル置
換アクリルアミド、Ｎ－ビニルラクタム、及びＮ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキルアクリ
レート、並びにこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。具体的な例とし
ては、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－
ジエチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ
エチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアミノエチルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアクリレートなど、及
びこれらの混合物からなる群から選択されるものが挙げられるが、これらに限定されない
。
【００５８】
　特に有用な極性モノマーとしては、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、アクリル
アミド、メタクリルアミド、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、及びこれらの混合
物が挙げられる。
【００５９】
　性能を向上させる、コストを削減させるなどのために、他のエチレン性不飽和モノマー
、例えばビニルモノマーを、接着剤の光学特性又は接着特性に悪影響を及ぼさない量で添
加してもよい。使用されるとき、接着剤コポリマーに有用なビニルモノマーは、ビニルエ
ステル類（例えば、ビニルアセテート及びビニルプロピオネート）、スチレン、置換スチ
レン（例えば、α－メチルスチレン）、及びこれらの混合物が挙げられる。使用される場
合、かかるビニルモノマーは、一般に、総モノマー１００重量部に対して０～５重量部、
更には１～５重量部で使用される。
【００６０】
　（メタ）アクリレート系コポリマーは、凝集強さを増強するために架橋されてもよい。
（メタ）アクリレート系コポリマーは、通常、ホットメルト加工されるので、架橋は、一
般に、ホットメルト加工に悪影響を及ぼさない架橋剤を用いて、ホットメルト加工の後で
行われる。通常、かかる架橋剤は、（メタ）アクリレート系コポリマーに含まれる総モノ
マー１００重量部に対して約０．０５～１．０重量部の量で使用される。
【００６１】
　通常、架橋剤は、架橋反応に作用するフリーラジカルを生じさせる化学架橋剤である。
一つの好適な種類の化学架橋剤は、高強度の紫外（ＵＶ）線によって活性化される感光性
架橋剤である。（メタ）アクリレート系コポリマーに使用される２種の汎用の感光性架橋
剤は、ベンゾフェノン、及び米国特許第４，７３７，５５９号に記載されているような共
重合性芳香族ケトンモノマーである。（メタ）アクリレート系コポリマーと混合されて紫
外線によって活性化することができる他の光架橋剤は、トリアジン、例えば、２，４－ビ
ス（トリクロロメチル）－６－（４－メトキシ－フェニル）－ｓ－トリアジンである。こ
れらの架橋剤は、中圧水銀ランプ又はＵＶブラックライトなどの人工光源から発生される
紫外線によって活性化する。
【００６２】
　さらに、架橋は、ホットメルト加工後の（メタ）アクリレート系コポリマーに、架橋剤
を添加又は存在させずに、ポリマーを高エネルギー放射線、例えばガンマ線に暴露するこ
とで又は電子線に暴露することによって行うことも可能である。
【００６３】
　あるいは、架橋は、例えば、硬質セグメント（すなわち、室温より高い、好ましくは７
０℃より高いＴｇを有するもの）の相分離による補強ドメインの形成に起因する熱的に可
逆的な物理的架橋、及び／又は酸／塩基相互作用（すなわち、同一ポリマー内、又はポリ
マー間、又はポリマーと添加剤との間の官能性基に影響を及ぼすもの）によって行うこと
も可能である。
【００６４】
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　接着剤組成物は、熱可塑性ポリマーの粒子であって、前記粒子の少なくとも一部が可視
光の波長よりも大きな平均粒径を有する熱可塑性ポリマーの粒子もまた含む。以下に更に
詳述するように、前記粒子は、熱可塑性フィルムから及びホットメルト加工によって調製
されたパウチの残留物である。
【００６５】
　好適な熱可塑性物質としては、ポリエチレン、及びエチレンコポリマー（例えば、エチ
レン／ポリオレフィンコポリマー）、及びエチレン／ビニルコポリマー（例えば、エチレ
ン酢酸ビニル（ＥＶＡ）、エチレンメチルアクリレート（ＥＭＡ）、エチレンアクリル酸
（ＥＡＡ）、ＥＡＡアイオノマー、及びポリプロピレン）、及び他の熱可塑性物質（例え
ば、アクリル樹脂、ポリフェニレンエーテル、ポリフェニレンスルフィド、アクリロニト
リル－ブタジエン－スチレンコポリマー（ＡＢＳ））、ポリウレタン、並びに当業者に既
知の他のものが挙げられる。熱可塑性物質のブレンドもまた使用可能である。特に好適な
熱可塑性物質は、ポリエチレン及びＥＶＡである。
【００６６】
　前記粒子は、少なくとも一部の粒子が可視光の波長よりも大きな平均粒径を有するので
あれば、広範囲の寸法及び形状のものであってよい。前記粒子は、フィルムから調製され
たパウチをホットメルト加工することによって生成されるので、寸法、形状のみならず、
広範囲の寸法及び形状もまた、ホットメルト加工条件に主に依存し得る。このことは以下
に更に詳述する。
【００６７】
　一部の実施形態では、前記粒子の少なくとも一部は比較的大きい。前記粒子の形状は多
種多様であってよいが、通常、１つの寸法が長く、他の２つの寸法が狭い、おおよそ針状
のものである。一部の実施形態では、前記粒子は、最も長い寸法が１マイクロメートル又
はそれ以上であってよい。一部の実施形態では、前記粒子は、最も長い寸法が最高５マイ
クロメートルであってよい。様々な技術、例えば電子顕微鏡法又は光学顕微鏡法を用いて
、前記粒子の寸法を求めることができる。以降の実施例の節で示すように、粒径は光学顕
微鏡を用いて求めた。
【００６８】
　接着剤組成物は、任意の添加剤が接着剤組成物の所望の光学特性及び接着特性を妨げな
いのであれば、様々な任意の添加剤を更に含んでいてもよい。好適な添加剤の例としては
、粘着付与剤、可塑剤、及び他の性能増強用添加剤が挙げられる。加えて、光学用途の場
合、粘着付与剤、可塑剤（plastizicers）、及び添加剤は、少ない着色であるべきである
。すなわち、ガードナー値が３超、更に典型的には１超であるほうがよい。
【００６９】
　有用な粘着付与剤の例としては、ロジン、ロジン誘導体、ポリテルペン樹脂、クマロン
－インデン樹脂などが挙げられるが、これらに限定されない。接着剤に添加してよい可塑
剤は、多種多様な市販材料から選択されてよい。
【００７０】
　代表的な可塑剤としては、ポリオキシエチレンアリールエーテル、ジアルキルアジペー
ト、２－エチルヘキシルジフェニルホスフェート、ｔ－ブチルフェニルジフェニルホスフ
ェート、ジ－（２－エチルヘキシル）アジペート、トルエンスルホンアミド、ジプロピレ
ングリコールジベンゾエート、ポリエチレングリコールジベンゾエート、ポリオキシプロ
ピレンアリールエーテル、ジブトキシエトキシエチルホルマール、及びジブトキシエトキ
シエチルアジペートが挙げられる。使用するとき、粘着付与剤は、好ましくはコポリマー
１００重量部に対して約５０重量部を超えない量で添加され、可塑剤はコポリマー１００
重量部に対して最大約５０重量部の量で添加してよい。
【００７１】
　好ましくは、添加される粘着付与剤及び／又は可塑剤はいずれも、少なくとも１．５０
の屈折率を有し、その結果それらを組み込んでも接着剤の屈折率は低下しない。有用な高
屈折率可塑剤としては、芳香族リン酸エステル、フタレート、安息香酸エーテル（benzoi
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cethers）、芳香族スルホンアミド、及び一部のロジンが挙げられる。リン酸エステル及
びフタレートが好ましい。代表的な可塑剤としては、ジエチレングリコールジベンゾエー
ト（１．５４２４　ｎ２５／Ｄ）、４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニルジフェニルホスフ
ェート（１．５５５　ｎ２５／Ｄ）、トリメチルフェニルホスフェート（１．５５４５　
ｎ２５／Ｄ）、トリフェニルホスフェート（１．５５７５　ｎ２５／Ｄ）、フェニルメチ
ルベンゾエート（１．５６　ｎ２５／Ｄ）、ジエチレングリコールジベンゾエート（１．
５４２４　ｎ２５／Ｄ）、ブチルベンジルフタレート（１．５３７　ｎ２５／Ｄ）、ロジ
ンのメチルエステル（１．５３１　ｎ２０／Ｄ）、アルキルベンジルフタレート（１．５
２６　ｎ２５／Ｄ）、ブチル（フェニルスルホニル）アミン（１．５２５　ｎ２０／Ｄ）
、ベンジルフタレート（１．５１８　ｎ２５／Ｄ）、トリメチルトリメリテート（１．５
２３（ｎ２０／Ｄ）、及び２－エチルヘキシルジフェニルホスフェート（１．５１（ｎ２
０／Ｄ）が挙げられる。
【００７２】
　接着剤組成物の性能を向上させるために、他の添加剤を加えることができる。かかる性
能増強用添加剤の例としては、レべリング剤、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン光安定剤
（ＨＡＬＳ）、酸素阻害剤、湿潤剤、レオロジー変性剤、消泡剤、殺生物剤、染料、色素
などが挙げられる。これらの添加剤及びその使用の全てが、当該技術分野において周知で
ある。これらの化合物はいずれも、接着特性及び光学特性に悪影響を及ぼさない限り使用
できることが理解される。
【００７３】
　特に有用な添加剤には、紫外線吸収剤及びヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）があ
る。紫外線吸収剤及びヒンダードアミン光安定剤は、接着剤組成物に対する紫外線からの
悪影響を軽減するように作用し、その結果、接着剤組成物により調製されたコーティング
の耐候性、すなわち耐亀裂性、黄変抵抗及び耐層間剥離性を向上させる。好適なＨＡＬＳ
は、ニューヨーク州ホーソン（Hawthorne）のチバガイギー社（CIBA-GEIGYCorporation）
からチヌビン（TINUVIN）１４４として入手可能なビス（１，２，２，６，６－ペンタメ
チル－４－ピペリジニル）［３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル－４－ヒドロキシフ
ェニル）メチル］ブチルプロパンジオエートである。
【００７４】
　モノマー組成物全体に対して５重量部未満の濃度、特に好適にはモノマー組成物全体に
対して１～５重量部の濃度の下記紫外線吸収剤、すなわち、ビス（１，２，２，６，６－
ペンタメチル－４－ピペリジニル）（３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル１－４－ヒ
ドロキシフェニル）メチル）ブチルプロパンジオエート、２－エチルヘキシル－２－シア
ノ－３，３’－ジフェニルアクリレート、２－ヒドロキシル－４－ｎ－オクトキシベンゾ
フェノン、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、ポリ
（オキシ－１，２－エタンジイル）、α－（３－（３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－
イル）－５－（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシルフェニル）－１－オキソプ
ロピル）－ω－ヒドロキシ、並びにニュージャージー州パーシパニ（Parsippany）のＢＡ
ＳＦ-ワイアンドット社（BASF Wyandotte Inc.）により販売されたユビナル（UVINUL）Ｄ
－５０及びユビナルＭＳ－４０、並びにこれらの組み合わせは、所望の結果をもたらし得
る。
【００７５】
　さらに、接着剤組成物は、接着剤組成物の所望の光学特性を妨げないのであれば粒子を
更に含有していてもよい。この粒子は意図的に添加されるのであって、パウチ材料をホッ
トメルト加工することによって生じるものではない。可視光を散乱しないがある波長の光
を吸収しかつそれとは別の波長の光を再放射する粒子が、特に好適である。かかる粒子の
例としては、米国特許第７，２９４，８６１号（Ｓｃｈａｒｄｔら）に記載されている蛍
光体粒子が挙げられる。
【００７６】
　接着剤組成物と、パッケージ材料と、を含む、パッケージ化接着剤組成物もまた本明細
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書に開示されている。接着剤組成物は、少なくとも１．４８の屈折率を有する（メタ）ア
クリレート系コポリマーを含む重合プレ接着剤混合物を含有する。接着剤組成物は、様々
な別の添加剤を更に含んでいてもよい。
【００７７】
　接着剤組成物は、重合性プレ接着剤混合物を重合することにより調製される。重合性プ
レ接着剤混合物は、比較的高い屈折率を有する芳香族モノマーを含み、フリーラジカル重
合性コモノマーと重合反応開始剤との混合物を更に含んでいてもよい。
【００７８】
　好適な芳香族モノマーの例としては、前述の米国特許第７，３３５，４２５号（Ｏｌｓ
ｏｎら）に記載されているものが挙げられ、次の一般式１で表すことができる。
【００７９】
【化８】

　（前記式中、
　Ａｒは、非置換の又はｙ及び（Ｒ３）ｚからなる群から選択される置換基で置換された
芳香族基（式中、ｙは、芳香族基に結合された臭素置換基の数を表しかつ０～３の整数で
あり、Ｒ３は、炭素数２～１２個の直鎖又は分枝鎖アルキルであり、ｚは、芳香族環に結
合されたＲ３置換基の数を表しかつ０～１の整数であり、ただしｙ及びｚはどちらも０で
ない）であり、
　Ｘは、酸素、硫黄又は－ＮＲ４－（式中、Ｒ４はＨ又はＣ１～Ｃ４アルキルである）で
あり、ｎは０～３であり、
　Ｒ１は、炭素数２～１２個の非置換の直鎖又は分枝鎖アルキル連結基であり、
　Ｒ２は、Ｈ又はＣＨ３のいずれかである。
【００８０】
　ある特に好適な種類の芳香族モノマーは、米国特許出願公開第２０１０／００４８８０
４号（Ｄｅｔｅｒｍａｎら）に記載されているものである。これら芳香族モノマーについ
ては先に記載しており、次の一般式６で表される。
【００８１】
【化９】

　（前記式中、
　Ｘ１及びＸ２は、それぞれ独立して、－Ｏ－、－Ｓ－、又は－ＮＲ４－（式中、Ｒ４は
、Ｈ又はＣ１～Ｃ４アルキルである）であり、一部の実施形態では、Ｘ１及びＸ２はそれ
ぞれ－Ｏ－であり、
　Ｒ１は、１つ以上のエーテル酸素原子及び１つ以上のペンダントヒドロキシ基を含有し
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ていてよい炭素数１～８個のアルキレンであり、
　ｎは０～３の整数であり、
　Ｒ２は、Ｈ又はＣＨ３のいずれかである。
【００８２】
　本開示において、プレ接着剤混合物は、典型的に、少なくとも１つの芳香族モノマーを
、総モノマー１００重量部に対して少なくとも５重量部の量で含む。一部の実施形態では
、プレ接着剤混合物は、少なくとも１つの芳香族モノマーを、総モノマー１００重量部に
対して少なくとも１０重量部の量で、総モノマー１００重量部に対して少なくとも１５重
量部の量で、総モノマー１００重量部に対して少なくとも２０重量部の量で、総モノマー
１００重量部に対して少なくとも２５重量部の量で、あるいは総モノマー１００重量部に
対して少なくとも３０重量部の量で含む。前記モノマーは、典型的な（メタ）アクリレー
トモノマーよりもどちらかといえば高価であり、しかも通常、感圧接着剤などの接着剤の
調製に用いられる典型的な（メタ）アクリレートモノマーよりもＴｇが高いため、多くの
場合、（メタ）アクリレート系ポリマーに含まれる芳香族モノマーの量を制限することが
望ましい。
【００８３】
　プレ接着剤混合物は、多種多様なコモノマーを前述の芳香族モノマーと共に更に含んで
いてもよい。前記芳香族コモノマーとしては、アルキル（メタ）アクリレートモノマー、
極性（メタ）アクリレート及びエチレン性不飽和モノマー、並びに他のエチレン性不飽和
モノマーが挙げられる。
【００８４】
　有用なアルキル（メタ）アクリレートモノマーは、総モノマー１００重量部に対して最
高９５重量部の範囲で含まれてよい。さらには、アルキル（メタ）アクリレートは、総モ
ノマー１００重量部に対して７０～９５重量部の濃度で含まれる。有用なモノマーとして
は、そのアルキル基が約１～約１２個の炭素原子、好ましくは約４～８個の炭素原子を含
む非三級アルキルアルコールのアクリル酸又はメタクリル酸エステル単量体、及びこれら
の混合物、からなる群から選択される少なくとも１つのモノマーを含む。
【００８５】
　好適なアルキル（メタ）アクリレートモノマーとしては、アクリル酸又はメタクリル酸
の、１－ブタノール、１－ペンタノール、２－ペンタノール、３－ペンタノール、２－メ
チル－１－ブタノール、１－メチル－１－ブタノール、１－メチル－１－ペンタノール、
２－メチル－１－ペンタノール、３－メチル－１－ペンタノール、２－エチル－１－ブタ
ノール、２－エチル－１－ヘキサノール、３，５，５－トリメチル－１－ヘキサノール、
３－ヘプタノール、２－オクタノール、１－デカノール、１－ドデカノール、その他同種
のものなどの非三級アルキルアルコールとのエステル、及びこれらの混合物からなる群か
ら選択されるものが挙げられるが、これらに限定されない。このようなアクリル酸又はメ
タクリル酸エステル単量体は、当該技術分野において既知であり、市販されている。
【００８６】
　さらに、プレ接着剤混合物は、共重合性極性モノマーを更に含んでいてもよい。極性モ
ノマーを用いて接着剤の凝集強さを増強することも可能である。一般に、極性モノマーは
、典型的には、総モノマー１００重量部に対して約０～約１２重量部、更には、総モノマ
ー１００重量部に対して約２～約８重量部の範囲で含まれる。有用な極性モノマーとして
は、エチレン性不飽和カルボン酸、エチレン性不飽和スルホン酸、及びエチレン性不飽和
リン酸、並びにこれらの混合物からなる群から選択されるものが挙げられるが、これらに
限定されない。かかる化合物の例としては、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、フ
マル酸、クロトン酸、シトラコン酸、マレイン酸、Ｂ－カルボキシエチルアクリレート、
スルホエチルメタクリレート、その他同種のもの、及びこれらの混合物からなる群から選
択されるものが挙げられるが、これらに限定されない。
【００８７】
　その他の有用な共重合性の極性モノマーとしては、アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジアルキ
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ル置換アクリルアミド、Ｎ－ビニルラクタム、及びＮ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキルア
クリレート、並びにこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。具体例とし
ては、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－
ジエチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ
エチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアミノエチルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアクリレートなど、及
びこれらの混合物からなる群から選択されるものが挙げられるが、これらに限定されない
。
【００８８】
　特に有用な極性モノマーとしては、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、アクリル
アミド、メタクリルアミド、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、及びこれらの混合
物が挙げられる。
【００８９】
　その他のエチレン性不飽和モノマー、例えばビニルモノマーは、性能を向上させる、コ
ストを削減するなどのために、接着剤の所望の光学特性又は接着特性に悪影響を及ぼさな
い量で添加されてよい。使用されるとき、接着剤コポリマーに有用なビニルモノマーとし
ては、ビニルエステル（例えば、ビニルアセテート及びビニルプロピオネート）、スチレ
ン、置換スチレン（例えば、α－メチルスチレン）、及びこれらの混合物が挙げられる。
使用される場合、かかるビニルモノマーは、一般に、総モノマー１００重量部に対して０
～５重量部、更には１～５重量部で使用される。
【００９０】
　上述のモノマーのほかに、プレ接着剤混合物は、任意の追加添加剤、例えば架橋剤又は
連鎖移動剤を更に含んでもよい。（メタ）アクリレート系コポリマーは、その凝集強さを
高めるために架橋されてもよい。パッケージ化接着剤組成物は通常、ホットメルト加工さ
れるので、架橋は一般に、ホットメルト加工後に、ホットメルト加工の影響を受けない架
橋剤を用いて行われる。そのため、本明細書における架橋剤とは、前記（メタ）アクリレ
ートモノマーと共重合した後で活性化されると架橋を生じさせる物質を指す。このように
して、重合パッケージ化接着剤組成物は、架橋されていないのでホットメルト加工が可能
であるが、ホットメルト加工してコーティングすると、架橋を生じ得る。
【００９１】
　典型的に、架橋剤は、フリーラジカルを発生させて架橋反応に作用する化学架橋剤であ
る。ある好適な種類の化学架橋剤は、高強度の紫外（ＵＶ）線によって活性化される感光
性架橋剤である。（メタ）アクリレート系コポリマーに使用される２つの汎用の感光性架
橋剤は、米国特許第４，７３７，５５９号に記載されているようなベンゾフェノン及び共
重合性芳香族ケトンモノマーである。典型的に、かかる架橋剤は、プレ接着剤混合物に含
まれる総モノマー１００重量部に対して架橋剤を約０．０５～１．０重量部の量で使用さ
れる。
【００９２】
　さらに、光架橋剤はプレ接着剤混合物と混合することも可能である。この種の光架橋剤
は、（メタ）アクリレート系コポリマーに重合されることはないが、パッケージに残留し
ており、また、ホットメルト加工では活性化されない。かかる光架橋剤の例は、（メタ）
アクリレート系コポリマーと混合して紫外線により活性化し得るものであって、例えば、
２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－（４－メトキシ－フェニル）－ｓ－トリアジン
である。光架橋剤は、（メタ）アクリレート系コポリマーに混入されようが当該コポリマ
ーと混合されようが、人工光源、例えば中圧水銀ランプ又はＵＶブラックライトから発生
する紫外線により活性化される。
【００９３】
　プレ接着剤混合物は、連鎖移動剤を更に含んでいてもよい。有用な連鎖移動剤の例とし
ては、四臭化炭素、メルカプタン、アルコール、及びこれらの混合物からなる群から選択
されるものが挙げられるが、これらに限定されない。
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【００９４】
　プレ接着剤混合物は、フリーラジカル重合を開始させる反応開始剤を更に含んでいても
よい。典型的に、反応開始剤は熱反応開始剤である。本開示に有用な熱反応開始剤として
は、これらに限定されないが、アゾ、過酸化物、過硫酸塩、及びレドックス反応開始剤が
挙げられる。一部の実施形態では、開始剤を含ませずに、例えばガンマ線を用いることで
反応を開始させることが望ましい場合がある。前記実施形態では、パッケージ化プレ接着
剤混合物は、例えば２０１２年１２月１４日出願の係属中の米国特許出願第６１／７３７
２２１号に記載されているように、ガンマ線に暴露される。
【００９５】
　好適なアゾ反応開始剤としては、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリ
ル）（ＶＡＺＯ　５２）、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル）（ＶＡＺＯ　６４）
、２，２’－アゾビス－２－メチルブチロニトリル（ＶＡＺＯ　６７）、及び（１，１’
－アゾビス（１－シクロヘキサンカルボニトリル）（ＶＡＺＯ　８８）（いずれもデュポ
ン・ケミカルズ（DuPont Chemicals）から入手可能）、並びに和光純薬（Wako Chemicals
）から入手可能な２，２’－アゾビス（メチルイソブチラート）（Ｖ－６０１）及び２，
２’－アゾビス（２－アミジノプロパン）二塩酸塩（Ｖ－５０）が挙げられるが、これら
に限定されない。デュポンケミカルズ社から以前、ＶＡＺＯ　３３として入手可能であっ
た２，２’－アゾビス（４－メトキシ－２，４－ジメチルバレロニトリル）もまた好適で
ある。
【００９６】
　好適な過酸化物反応開始剤としては、過酸化ベンゾイル、過酸化アセチル、過酸化ラウ
ロイル、過酸化デカノイル、ジセチルペルオキシジカーボネート、ジ（４－ｔ－ブチルシ
クロヘキシル）ペルオキシジカーボネート（ＰＥＲＫＡＤＯＸ　１６Ｓ、アクゾ・ケミカ
ルズ（ＡＫＺＯ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）から入手可能）、ジ（２－エチルヘキシル）ペル
オキシジカーボネート、ｔ－ブチルペルオキシピバレート（ＬＵＰＥＲＳＯＬ　１１、ア
トケム（Atochem）から入手可能）、ｔ－ブチルペルオキシ－２－エチルヘキサノエート
（ＴＲＩＧＯＮＯＸ　２１－Ｃ５０、アクゾ・ケミカルズ社（Akzo Chemicals, Inc.）か
ら入手可能）、及び過酸化ジクミルが挙げられるが、これらに限定されない。
【００９７】
　好適な過硫酸塩としては、限定するものではないが、過硫酸カリウム、過硫酸ナトリウ
ム及び過硫酸アンモニウムが挙げられる。
【００９８】
　好適なレドックス（酸化還元）反応開始剤としては、前記過硫酸反応開始剤と、ピロ亜
硫酸ナトリウム及び亜硫酸水素ナトリウムなどの還元剤との組み合わせ、有機過酸化物と
第三級アミンをベースとする系（例えば、過酸化ベンゾイルとジメチルアニリン）、及び
有機ヒドロペルオキシドと遷移金属をベースとする系（例えば、クメンヒドロペルオキシ
ドとナフテン酸コバルト）が挙げられるが、これらに限定されない。
【００９９】
　その他の反応開始剤としては、ピナコール類、例えばテトラフェニル１，１，２，２－
エタンジオールが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１００】
　熱反応開始剤は、総モノマー１００部に対して約０．０１～約５．０重量部、更には総
モノマー１００部に対して０．０２５～２重量部の量で使用され得る。
【０１０１】
　接着剤組成物は、添加剤が接着剤組成物の所望の光学特性及び接着特性を妨げないので
あれば、前述のもののような共重合性物質ではない様々な添加剤を更に含んでいてもよい
。架橋添加剤については、既に先に説明している。その他の好適な添加剤の例としては、
粘着付与剤、可塑剤、及び性能増強用添加剤が挙げられる。加えて、光学用途の場合、粘
着付与剤、可塑剤、及びそれら以外の添加剤には色が少しついている、すなわち、ガード
ナー値が３超、更には１超であるべきである。
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【０１０２】
　有用な粘着付与剤の例としては、ロジン、ロジン誘導体、ポリテルペン樹脂、クマロン
－インデン樹脂などが挙げられるが、これらに限定されない。接着剤に添加してよい可塑
剤は、多種多様な市販材料から選択されてよい。
【０１０３】
　代表的な可塑剤としては、ポリオキシエチレンアリールエーテル、ジアルキルアジペー
ト、２－エチルヘキシルジフェニルホスフェート、ｔ－ブチルフェニルジフェニルホスフ
ェート、ジ－（２－エチルヘキシル）アジペート、トルエンスルホンアミド、ジプロピレ
ングリコールジベンゾエート、ポリエチレングリコールジベンゾエート、ポリオキシプロ
ピレンアリールエーテル、ジブトキシエトキシエチルホルマール、及びジブトキシエトキ
シエチルアジペートが挙げられる。使用するとき、粘着付与剤は、好ましくはコポリマー
１００重量部に対して約５０重量部を超えない量で添加され、可塑剤はコポリマー１００
重量部に対して最大約５０重量部の量で添加されてよい。
【０１０４】
　好ましくは、添加される粘着付与剤及び／又は可塑剤はいずれも、少なくとも１．５０
の屈折率を有し、その結果それらを組み込んでも接着剤の屈折率は低下しない。有用な高
屈折率可塑剤としては、芳香族リン酸エステル、フタレート、安息香酸エーテル（benzoi
c ethers）、芳香族スルホンアミド、及び一部のロジンが挙げられる。リン酸エステル及
びフタレートが好ましい。代表的な可塑剤としては、ジエチレングリコールジベンゾエー
ト（１．５４２４　ｎ２５／Ｄ）、４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニルジフェニルホスフ
ェート（１．５５５　ｎ２５／Ｄ）、トリメチルフェニルホスフェート（１．５５４５　
ｎ２５／Ｄ）、トリフェニルホスフェート（１．５５７５　ｎ２５／Ｄ）、フェニルメチ
ルベンゾエート（１．５６　ｎ２５／Ｄ）、ジエチレングリコールジベンゾエート（１．
５４２４　ｎ２５／Ｄ）、ブチルベンジルフタレート（１．５３７　ｎ２５／Ｄ）、ロジ
ンのメチルエステル（１．５３１　ｎ２０／Ｄ）、アルキルベンジルフタレート（１．５
２６　ｎ２５／Ｄ）、ブチル（フェニルスルホニル）アミン（１．５２５　ｎ２０／Ｄ）
、ベンジルフタレート（１．５１８　ｎ２５／Ｄ）、トリメチルトリメリテート（１．５
２３（ｎ２０／Ｄ）、及び２－エチルヘキシルジフェニルホスフェート（１．５１（ｎ２
０／Ｄ）が挙げられる。
【０１０５】
　接着剤組成物の性能を向上させるために、他の添加剤を加えることができる。かかる性
能増強用添加剤の例としては、レべリング剤、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン光安定剤
（ＨＡＬＳ）、酸素阻害剤、湿潤剤、レオロジー変性剤、消泡剤、殺生物剤、染料、色素
などが挙げられる。これらの添加剤及びその使用の全てが、当該技術分野において周知で
ある。これらの化合物のいずれも、接着特性及び光学特性に悪影響を及ぼさない限り使用
できることが理解される。
【０１０６】
　特に有用な添加剤には、紫外線吸収剤及びヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）があ
る。紫外線吸収剤及びヒンダードアミン光安定剤は、接着剤組成物に対する紫外線からの
悪影響を軽減するように作用し、その結果、接着剤組成物により調製されたコーティング
の耐候性、すなわち耐亀裂性、黄変抵抗及び耐層間剥離性を向上させる。好適なＨＡＬＳ
は、ニューヨーク州ホーソン（Hawthorne）のチバガイギー社（CIBA-GEIGY Corporation
）からチヌビン（TINUVIN）１４４として入手可能なビス（１，２，２，６，６－ペンタ
メチル－４－ピペリジニル）［３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル－４－ヒドロキシ
フェニル）メチル］ブチルプロパンジオエートである。
【０１０７】
　総モノマー組成物に対して５重量部未満の濃度、特に好適にはモノマー組成物全体に対
して１～５重量部の濃度の下記紫外線吸収剤（ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル
－４－ピペリジニル）（３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル１－４－ヒドロキシフェ
ニル）メチル）ブチルプロパンジオエート、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３’
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－ジフェニルアクリレート、２－ヒドロキシル－４－ｎ－オクトキシベンゾフェノン、２
－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、ポリ（オキシ－１
，２－エタンジイル）、α－（３－（３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－５
－（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシルフェニル）－１－オキソプロピル）－
ω－ヒドロキシ、並びにニュージャージー州パーシパニ（Parsippany）のＢＡＳＦ-ワイ
アンドット社（BASF Wyandotte Inc.）により販売されたユビナル（UVINUL）Ｄ－５０及
びユビナルＭＳ－４０）及びこれらの組み合わせは、所望の結果をもたらし得る。
【０１０８】
　加えて、接着剤組成物は、接着剤組成物の所望の光学特性を妨げないのであれば粒子を
更に含有していてもよい。可視光を散乱しないがある波長の光を吸収しかつそれとは別の
波長の光を再放射する粒子が、特に好適である。かかる粒子の例としては、米国特許第７
，２９４，８６１号（Ｓｃｈａｒｄｔら）に記載されている蛍光体粒子が挙げられる。
【０１０９】
　パッケージ化接着剤組成物は、パッケージ材料も更に含む。パッケージ材料は、重合プ
レ接着剤混合物及びあらゆる任意の添加剤を十分に包囲するものである。パッケージ材料
は、一般に重合プレ接着剤混合物の加工温度（つまり、重合プレ接着剤混合物が流動する
温度）以下で溶融する熱可塑性物質である。パッケージ材料は典型的には、２００℃以下
、より典型的には１７０℃以下の融点を有する。一部の実施形態において、融点は、９０
℃～１５０℃の範囲である。パッケージ材料は、可撓性の熱可塑性ポリマーフィルムであ
ってよい。可撓性の熱可塑性ポリマーフィルムは熱可塑性物質により調製される。好適な
熱可塑性物質としては、ポリエチレン、及びエチレン／ポリオレフィンコポリマー及びエ
チレン／ビニルコポリマー（例えば、エチレン酢酸ビニル（ＥＶＡ）、エチレンメチルア
クリレート（ＥＭＡ）、エチレンアクリル酸（ＥＡＡ）、ＥＡＡアイオノマー）などのエ
チレンコポリマー、ポリプロピレン、及び他の熱可塑性物質（例えば、アクリル樹脂、ポ
リフェニレンエーテル、ポリフェニレンスルフィド、アクリロニトリル－ブタジエン－ス
チレンコポリマー（ＡＢＳ）、ポリウレタン）、並びに当業者に既知の他のものが挙げら
れる。熱可塑性物質のブレンドも使用してよい。特に好適な熱可塑性材料は、ポリエチレ
ン及びＥＶＡである。
【０１１０】
　可撓性の熱可塑性フィルムの厚さは、０．０１ｍｍ～０．２５ｍｍの範囲である。厚さ
は、典型的には０．０２５ｍｍ～０．１２７ｍｍの範囲とすることで加工中に良好な強度
を有するフィルムが得られるが、これはフィルム材料を迅速に熱融着しかつ使用されるフ
ィルム材料の量を最小限に抑えるのに十分な薄さである。
【０１１１】
　パッケージ材料は、接着剤組成物の望ましい特性に悪影響を与えない限り、可塑剤、安
定剤、染料、香料、充填剤、スリップ剤、粘着防止剤、難燃剤、帯電防止剤、マイクロ波
サセプタ、熱伝導性粒子、導電性粒子、及び／又は可撓性、操作性、可視性、若しくはフ
ィルムの他の有用な特性を増大させる他の材料を含有してもよい。
【０１１２】
　パッケージ材料の量は、材料の種類及び望ましい最終特性によって異なる。パッケージ
材料の量は、典型的に、接着剤組成物及びパッケージ材料の合計重量に対して０．５～２
０重量％の範囲である。典型的には、パッケージ材料は２～１５重量％、更には３～５重
量％である。
【０１１３】
　パッケージ化接着剤組成物の調製方法もまた本明細書に開示されている。前記方法は、
米国特許第６，２９４，２４９号（Ｈａｍｅｒら）に記載されているものと同様である。
この方法では、重合性プレ接着剤組成物が調製される。重合性プレ接着剤混合物は、比較
的高い屈折率の芳香族モノマーを含んでおり、フリーラジカル重合性コモノマーと重合反
応開始剤と上述のような任意の添加剤との混合物を更に含んでいてもよい。この混合物は
、任意の好適な混合装置で調製及び混合することができる。
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【０１１４】
　一部の実施形態では、２種類の長さの熱可塑性フィルムの底部全体及び各外側縁部を互
いに液体製袋充填機で熱溶融して、開放型パウチを形成する。次いで、プレ接着剤組成物
を、ホースを通じてポンプ注入してパウチに充填し、次に、パウチの上部全体を熱溶融す
ることで、プレ接着剤組成物を完全に包囲する。
【０１１５】
　一般に、液体製袋充填機には、パウチの上下を密封するためのインパルスシーラーが装
備されている。そのようなシーラーは、スケーリング（scaling）する前にパウチを固定
させる１組又は２組の掴み具を有している。次に、密封ワイヤを加熱して密封を行い、密
封部を冷却した後に掴み具から取り外す。密封温度は一般に、パウチを形成するために使
用されるフィルムの軟化点を超えかつ融点を下回る。
【０１１６】
　密封処理では、パウチから空気の大部分を除去した後に密封することが望ましい。酸素
の量が実質的に重合プロセスを実質的に妨害するほど十分でない限り、少量の空気は容認
できる。処理を容易にするために、接着剤組成物を充填するとすぐにパウチを密封するの
が望ましいが、即時の密封が全ての場合に必要とは限らない。場合により、プレ接着剤組
成物がパッケージ材料を変質させることもあるので、パウチは、充填から約１分以内、更
に典型的には３０秒以内、最も典型的には１５秒以内にクロスシールを行うことが望まし
い。プレ接着剤組成物がパッケージ材料の強度を減少させる場合は、プレ接着剤組成物を
パッケージ材料で包囲した後、可能な限り速やかにプレ接着剤組成物を重合させるのが望
ましい。
【０１１７】
　あるいは、単一長さのフィルムの長尺方向を折り畳んで縁に沿って封止し、プレ接着剤
組成物を充填して密封する。別の実施形態では、単一長さのフィルムを、成形カラー（fo
rming collar）に通し、封止してチューブを形成し、プレ接着剤組成物を充填して、密封
する。別の実施形態は、汎用の液体製袋充填機で行うことが可能である。かかる装置の供
給源は、イーグル社のパッケージ装置事業部（Packaging Machinery Division of Eagle 
Corp.）である。任意の多数の様々な形状で密封を達成することで、フィルムの長さ全体
にわたりかつ長さ方向に沿って複数のパウチを形成することが可能であると考えられる。
例えば、外側縁の密封と共に、フィルムの長さの半分の位置に更に密封を形成することで
、クロスシールによって２つの充填型パウチが形成される。これらのパウチは、クロスシ
ール及び／又は垂直方向のシールによって互いに結合させておいてもよく、又は切断する
ことで個々のパウチ若しくはパウチのストランドにしてもよい。これらのパウチはそれぞ
れ、同一の又は異なる組成物を収容することも可能である。
【０１１８】
　熱重合は、パッケージ化組成物を熱交換媒体中に約４０℃～１００℃の温度において当
該組成物を重合するのに十分な時間浸漬することにより行うことができる。熱交換媒体は
、強制ガス若しくは衝突ガスであっても、又は水、ペルフルオロ液体、グリセリン、又は
プロピレングリコール等の液体であってよい。熱重合に必要とされる熱は、また、金属プ
ラテン、加熱金属製ロール、又はマイクロ波エネルギーから提供されてもよい。
【０１１９】
　重合が生じる温度は、開始剤の活性化温度によって異なる。重合は、好適な液体熱交換
媒体中で制御された温度において行うことが望ましい。好適な液体熱交換媒体は水であり
、所望の反応温度まで加熱する。市販の熱伝導流体を使用してもよい。
【０１２０】
　重合が完了すると、パッケージ化接着剤組成物が生じる。このパッケージ化接着剤組成
物は、直接使用してもよく、後で使用するために保管してもよく、ホットメルト加工を行
うために別の場所へ輸送してもよい。粘弾性接着剤組成物はパッケージ内に収容されてい
るので、処理及び保管が非常に容易となる。
【０１２１】
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　基材と、基材の少なくとも一部に配置された接着剤と、を備える、物品もまた本明細書
に開示されている。接着剤は、１．４８（at 1.48）の屈折率を有する（メタ）アクリレ
ート系コポリマーと、熱可塑性ポリマーの粒子であって、前記粒子の少なくとも一部が可
視光の波長よりも大きな平均粒径を有する熱可塑性ポリマーの粒子と、を含む。接着剤は
、光学的に透過性であってもよく、又は光学的に透明であってもよい。接着剤については
先に詳述している。
【０１２２】
　多種多様な基材が、本開示の物品での使用に好適である。接着剤の所望の光学特性によ
り、基材は光学基板である。本明細書で使用するとき、用語「光学基板」は、光学効果を
生じさせるために用いることができる基材を指す。基材は、剛性であっても、半剛性であ
っても、可撓性であってもよい。基材は、任意の好適な厚さであってよい。光学基板は、
電磁スペクトルの幾つかの波長（例えば、電磁スペクトルの可視、紫外又は赤外領域の波
長）に対して少なくとも部分的に透過性、反射性、反射防止性、偏光性、光学的に透明、
又は拡散性であることが多い。典型的な光学基板としては、プレート、シート、光学物品
の表面、及びフィルムが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１２３】
　光学的に透明な剛性及び半剛性の基材の例としては、プレート、シート、物品の表面な
どが挙げられる。剛性の又は半剛性の基材は、光学的に透明であってもよく、光学的に透
過性であってもよく、又は不透過性であってもよい。不透過性な基材の例としては、反射
性散乱要素であるものが挙げられる。
【０１２４】
　プレートの例としては、多様な光学的に透明な材料が挙げられる。好適なプレートの例
としては、様々なガラス、又はポリカーボネート若しくはポリメチルメタクリレートなど
のポリマー物質からなるものが挙げられる。プレートは、様々な厚さであってよく、また
、平面であっても湾曲していてもよい。一部の実施形態において、プレートはまた、追加
的な層又は処理を更に含み得る。追加的な層の例としては、例えば、着色性、耐破砕性な
どを付与するように設計されたフィルムからなる追加的な層が挙げられる。存在し得る追
加的な処理の例としては、例えば、様々な種類のコーティング（coatings or various ty
pes）、例えば、ハードコートが挙げられる。
【０１２５】
　シートは、プレートと類似しているが、一般にプレートよりも薄くかつプレートほど剛
性ではない。シートの例としては、例えば、光学的に透明な半剛性のガラス基材又は他の
光学的に透明な材料であって、厚さが２５～１００マイクロメートルのものが挙げられる
。
【０１２６】
　物品の表面などの基材の例としては、液晶ディスプレイ又はブラウン管などの電子ディ
スプレイの外面、タッチスクリーンなどの電子デバイス、電子レンジなどの電化製品（例
えば、時間／ボタンディスプレイ）、窓若しくは透明板ガラスの外面、反射体、偏光子、
回折格子、鏡若しくはレンズなどのような光学部品の外面が挙げられるが、これらに限定
されない。基材には、ポリマー材料、ガラス材料、セラミックス材料、金属含有材料（例
えば、金属又は金属酸化物）、又はこれらの組み合わせが含まれ得る。ポリマー材料の代
表的な例としては、ポリカーボネート、ポリエステル（例えば、ポリエチレンテレフタレ
ート及びポリエチレンナフタレート）、ポリウレタン、ポリ（メタ）アクリレート（例え
ば、ポリメチルメタクリレート）、ポリビニルアルコール、ポリオレフィン（例えば、ポ
リエチレン及びポリプロピレン）、ポリ塩化ビニル、ポリイミド、セルローストリアセテ
ート、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコポリマーなどが挙げられる。基材は、
反射性散乱要素であってよい。反射性散乱要素は、乱反射又は半鏡面反射を示すものであ
る。乱反射及び半鏡面反射は、入射光線が鏡面反射の場合のように１つだけの角度ではな
く多くの角度で反射するような、表面からの光の反射を伴う。しっくい、紙、繊維性材料
（例えば、布及び不織繊維マット）、無機充填反射性ポリマー、セラミック材料、結晶表
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面、及び孔質ポリマー材料などの多様な材料を用いて、反射性散乱要素を調製することが
できる。反射性散乱要素の例としては、標識、マーク又は絵などの図形、艶消しアルミニ
ウム及びクロムなどの反射性の粗い金属表面、塗面、印刷面又はインク被覆された表面な
どの被覆表面が挙げられる。
【０１２７】
　可撓性光学基材の例としては、多様な光学フィルムが挙げられる。本明細書で使用する
とき、用語「光学フィルム」は、光学効果を生じさせるために用いることができるフィル
ムを指す。光学フィルムは、典型的には、単層又は多層であってもよいポリマー含有フィ
ルムである。光学フィルムは任意の好適な厚さのものであり得る。光学フィルムは、電磁
スペクトルの幾つかの波長（例えば、電磁スペクトルの可視紫外又は赤外領域の波長）に
対して、少なくとも部分的に透過性、反射性、反射防止性、偏光性、光学的に透明、又は
拡散性であることが多い。代表的な光学フィルムとしては、可視ミラーフィルム、カラー
ミラーフィルム、太陽光反射フィルム、拡散フィルム、赤外線反射フィルム、紫外線反射
フィルム、輝度向上フィルム及び輝度向上二重フィルムなどの反射性偏向フィルム、吸収
性偏向フィルム、光学的に透明なフィルム、薄色フィルム、染色フィルム、光コリメーテ
ィングフィルムなどのプライバシーフィルム、並びに反射防止フィルム、防眩フィルム、
防汚フィルム、並びに耐指紋フィルムが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１２８】
　いくつかの実施形態では、光学フィルムはコーティングを含む。一般に、コーティング
を用いて、フィルムの機能を高める、又はフィルムに更なる機能を付与することができる
。コーティングの例としては、例えば、ハードコート、防曇コーティング、耐引掻きコー
ティング、プライバシーコーティング、耐指紋コーティング、抗菌コーティング、又はこ
れらの組み合わせが挙げられる。強化された耐久性を提供するハードコート、防曇コーテ
ィング、及び耐引掻きコーティングのようなコーティングは、例えば、タッチスクリーン
センサ、ディスプレイスクリーン、グラフィックス用途などの、用途において望ましい。
プライバシーコーティングの例としては、例えば、ぼんやりとした視界をもたらすための
不鮮明若しくは霞んだコーティング、又は視角を制限するためのルーバー付フィルムが挙
げられる。耐指紋コーティングの例として、硬化性樹脂及び非イオン性界面活性剤により
調製されるコーティングについて記載している、２０１１年５月１３日出願の係属中の米
国特許出願６１／４８６０００号、表題「ＣＯＡＴＩＮＧ　ＣＯＭＰＯＳＩＴＩＯＮＳ　
ＣＯＭＰＲＩＳＩＮＧ　ＮＯＮ－ＩＯＮＩＣ　ＳＵＲＦＡＣＴＡＮＴ　ＥＸＨＩＢＩＴＩ
ＮＧ　ＲＥＤＵＣＥＤ　ＦＩＮＧＥＲＰＲＩＮＴ　ＶＩＳＩＢＩＬＩＴＹ」に記載される
ものが挙げられる。抗菌コーティングの例としては、フィルム形成組成物と、フィルム形
成組成物内に分散される有効量の抗菌剤と、を含む、抗菌コーティング系について記載し
ている米国特許第８，１２４，１６９号（Ｙｌｉｔａｌｏら）に記載されるものが挙げら
れる。
【０１２９】
　いくつかの光学フィルムは、複数のポリマー含有材料層（例えば、染料を含む又は含ま
ないポリマーの層）、又は金属含有材料とポリマー材料とからなる複数の層のように、複
数の層を有する。いくつかの光学フィルムは、異なる屈折率を有するポリマー材料層を交
互に重ねた層を有する。他の光学フィルムは、ポリマー層と金属含有層を交互に重ねてい
る。代表的な光学フィルムは、以下の特許に記載されている。すなわち、米国特許第６，
０４９，４１９号（Ｗｈｅａｔｌｅｙら）、同第５，２２３，４６５号（Ｗｈｅａｔｌｅ
ｙら）、同第５，８８２，７７４号（Ｊｏｎｚａら）、同第６，０４９，４１９号（Ｗｈ
ｅａｔｌｅｙら）、米国再発行特許第３４，６０５号（Ｓｃｈｒｅｎｋら）、米国特許第
５，５７９，１６２号（Ｂｊｏｒｎａｒｄら）、及び同第５，３６０，６５９号（Ａｒｅ
ｎｄｓら）。
【０１３０】
　一部の実施形態では、光学フィルムは、自動車及び他の関連用途に用いるのに好適な多
層塗料保護フィルムを含む。好適なフィルムの例としては、例えば、米国特許出願公開第
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２００８／０１９９７０４号（Ｈｏら）に記載されているものが挙げられる。前記多層フ
ィルムには、わずかに架橋しているが熱硬化性ではないポリウレタンが含まれている。前
記多層フィルムは、典型的に、塗料保護用途のために透過性で、場合により半透明でもあ
るか、或いは他の表面保護又は表面強化用途のために不透明でもある。幾つかの用途のた
めには、多層フィルムが有色であることが望ましい場合がある。塗料保護フィルムとして
使用する場合、多層フィルムは、多くの場合、該フィルム適用前に、保護される表面に沿
うようなサイズと形状にするのが望ましい。予め寸法及び形状が整えられた多層フィルム
は、例えば、自動車、航空機、船等の乗り物の各種本体部分、特に飛んで来る破片（例え
ば、砂、石など）、虫等のような危険に晒される車体部分（例えば、前側フードの先端及
び他の先端表面、ロッカーパネル、など）の塗面保護のために商業的に望ましい場合があ
る。
【０１３１】
　特に好適な物品は、基材がフィルム、テープ裏材、グラフィック物品、光導体、プラス
チック物品、創傷被覆材、保護フィルム若しくはテープ、光抽出層、キーパッド若しくは
メンブレンスイッチ、熱収縮層若しくは基材、ディスプレイ、タッチセンサ、又は成形用
フィルムから構成されているものである。
【０１３２】
　ホットメルト加工可能なパッケージ化接着剤組成物を提供する工程と、パッケージ化接
着剤組成物をホットメルト加工する工程と、ホットメルト加工されたパッケージ化接着剤
を基材に配置する工程と、を含む、組成物接着剤物品の調製方法もまた本明細書に記載さ
れている。接着剤組成物は、１．４８（at 1.48）の屈折率を有する（メタ）アクリレー
ト系コポリマーと、熱可塑性ポリマーの粒子であって、前記粒子の少なくとも一部が可視
光の波長よりも大きな平均粒径を有する熱可塑性ポリマーの粒子と、を含む。接着剤は、
光学的に透過性であってもよく、又は光学的に透明であってもよい。接着剤については、
先に上述している。
【０１３３】
　ホットメルト加工可能なパッケージ化接着剤組成物の調製方法についても先に詳述して
いる。このパッケージ化接着剤組成物は、ホットメルト混合装置を用いることによってホ
ットメルト加工される。
【０１３４】
　パッケージ化接着剤組成物の加工には、様々なホットメルト混合設備を用いた様々な混
合技術が適している。バッチ及び連続混合設備の両方が使用されてもよい。バッチ方法の
例としては、ＢＲＡＢＥＮＤＥＲ（例えば、Ｃ．Ｗ．Ｂｒａｂｅｎｄｅｒ　Ｉｎｓｔｒｕ
ｍｅｎｔｓ，Ｉｎｃ．；Ｓｏｕｔｈ　Ｈａｃｋｅｎｓａｃｋ，ＮＪから市販されているＢ
ＲＡＢＥＮＤＥＲ　ＰＲＥＰ　ＣＥＮＴＥＲ）又はＢＡＮＢＵＲＹ内部混合ロールミル設
備（例えば、Ｆａｒｒｅｌ　Ｃｏ．；Ａｎｓｏｎｉａ，ＣＮから入手可能な設備）を使用
するものが挙げられる。連続方法の例としては、一軸押出加工、二軸押出加工、ディスク
押出加工、往復一軸押出加工、及びピンバレル一軸押出加工が挙げられる。連続方法は、
分配要素、ピン混合要素、静的混合要素、及び分散要素（例えば、ＭＡＤＤＯＣＫ混合要
素及びＳＡＸＴＯＮ混合要素）を利用できる。本開示のパッケージ化接着剤組成物を加工
するには、単一のホットメルト混合装置を用いてもよく、ホットメルト混合装置の組み合
わせを用いてもよい。
【０１３５】
　ホットメルト混合の生産物が基材にコーティングされて、接着剤層を形成する。バッチ
装置を使用する場合、生成されたホットメルトブレンドは、装置から取り出され、ホット
メルトコーター又は押出機に配置されて、基材にコーティングすることができるホットメ
ルトブレンドを調製するために押出機が使用される場合、ブレンドは、連続成形方法にお
いて基材に直接押出されて、接着剤層を形成することができる。連続成形方法では、接着
剤は、フィルムダイから引き出され、その後、移動プラスチックウェブ又は他の好適な基
材と接触されることができる。接着剤がテープの一部である場合、基材は、テープ裏材で
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あってよい。いくつかの方法では、テープ裏材材料は、フィルムダイから接着剤と共に共
押出され、多層構造物は次いで冷却されて、単一コーティングことでテープが形成される
。接着剤が転写テープである場合、接着剤層は、自立フィルムであってよく、基材は、剥
離ライナー又は他の剥離基材であってよい。形成した後、接着剤層又はフィルムは、直接
法（例えば、冷却ロール又は水浴）及び間接法（例えば、空気又はガス衝突）の両方を用
いて急冷することにより、固化させてもよい。
【０１３６】
　感圧接着剤層を架橋させることが望まれる場合は、接着剤層に架橋処理を施すことがで
きる。先に説明したような感光性架橋剤が含まれる場合、接着剤層を高強度のＵＶランプ
に暴露させて、架橋をもたらすことができる。架橋剤が存在しない場合は、架橋は、接着
剤層をガンマ線又は電子線等の高エネルギー電磁放射線にさらすことによって達成され得
る。
【０１３７】
　本開示は、以下の実施形態を含む。
　実施形態の中には、接着剤組成物がある。第一の実施形態は、少なくとも１．４８の屈
折率を有する（メタ）アクリレート系コポリマーと、熱可塑性ポリマーの粒子であって、
前記粒子の少なくとも一部が、可視光の波長よりも大きな平均粒径を有する熱可塑性ポリ
マーの粒子と、を含む接着剤組成物であって、前記接着剤組成物が光学的に透過性である
、接着剤組成物を包含する。
【０１３８】
　実施形態２は実施形態１の接着剤組成物であって、前記接着剤組成物が光学的に透明で
あり、９０％超の可視光透過率及び５％未満のヘイズを有する。
【０１３９】
　実施形態３は実施形態１又は２の接着剤組成物であって、熱可塑性ポリマーの粒子が、
ポリエチレン、エチレン酢酸ビニル、エチレンメチルアクリレート、エチレンアクリル酸
、エチレンアクリル酸アイオノマー、ポリプロピレン、アクリルポリマー、ポリフェニレ
ンエーテル、ポリフェニレンスルフィド、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコポ
リマー、ポリウレタン、並びにそれらの混合物及びブレンドの粒子を含む。
【０１４０】
　実施形態４は実施形態１～３のいずれかの接着剤組成物であって、熱可塑性ポリマーの
粒子が、ポリエチレン、エチレン酢酸ビニル、又はこれらの混合物若しくはブレンドを含
む。
【０１４１】
　実施形態５は実施形態１～４のいずれかの接着剤組成物であって、（メタ）アクリレー
ト系コポリマーが、芳香族モノマーのコポリマーを、総モノマー１００部に対して少なく
とも５部の量で含み、芳香族モノマーが、次の式：
【０１４２】
【化１０】

　（式中、Ａｒは、非置換の又はＢｒｙ及び（Ｒ３）ｚからなる群から選択される置換基
で置換された芳香族基（式中、ｙは、芳香族基に結合された臭素置換基の数を表しかつ０
～３の整数であり、Ｒ３は、炭素数２～１２の直鎖又は分枝鎖アルキルであり、ｚは芳香
族環に結合されたＲ３置換基の数を表しかつ０～１の整数であり、ただしｙ及びｚがどち
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～Ｃ４アルキルである）であり、ｎは０～３であり、Ｒ１は、炭素数２～１２の非置換の
直鎖又は分枝鎖アルキル連結基であり、Ｒ２は、Ｈ又はＣＨ３のいずれかである）を有す
る。
【０１４３】
　実施形態６は実施形態１～５のいずれかの接着剤組成物であって、炭素数約１～約１２
の非第三級アルキルアルコールのアクリル酸又はメタクリル酸エステル単量体からなる群
から選択される少なくとも１種のアクリルモノマーを更に含む。
【０１４４】
　実施形態７は実施形態１～６のいずれかの接着剤組成物であって、芳香族モノマーと共
重合可能な少なくとも１種の極性モノマーを更に含む。
【０１４５】
　実施形態８は実施形態６の接着剤組成物であって、アクリルモノマーが、１－ブタノー
ル、１－ペンタノール、２－ペンタノール、３－ペンタノール、２－メチル－１－ブタノ
ール、１－メチル－１－ブタノール、１－メチル－１－ペンタノール、２－メチル－１－
ペンタノール、３－メチル－１－ペンタノール、２－エチル－１－ブタノール、２－エチ
ル－１－ヘキサノール、３，５，５－トリメチル－１－ヘキサノール、３－ヘプタノール
、２－オクタノール、１－デカノール、１－ドデカノール、及びこれらの混合物からなる
群から選択される。
【０１４６】
　実施形態９は実施形態７の接着剤組成物であって、極性モノマーが、エチレン性不飽和
カルボン酸、エチレン性不飽和スルホン酸、エチレン性不飽和リン酸、アクリルアミド、
Ｎ，Ｎ－ジアルキル置換アクリルアミド、Ｎ－ビニルラクタム、及びＮ，Ｎ－ジアルキル
アミノアルキルアクリレート、エチレン性不飽和ニトリル、並びにそれらの混合物からな
る群から選択される。
【０１４７】
　実施形態１０は実施形態５の接着剤組成物であって、芳香族モノマーが、６－（４，６
－ジブロモ－２－イソプロピルフェノキシ）－１－ヘキシルアクリレート、６－（４，６
－ジブロモ－２－ｓｅｃ－ブチルフェノキシ）－１－ヘキシルアクリレート、２，６－ジ
ブロモ－４－ノニルフェニルアクリレート、２，６－ジブロモ－４－ドデシルフェニルア
クリレート、２－（１－ナフチルオキシ）－１－エチルアクリレート、２－（２－ナフチ
ルオキシ）－１－エチルアクリレート、６－（１－ナフチルオキシ）－１－ヘキシルアク
リレート、６－（２－ナフチルオキシ）－１－ヘキシルアクリレート、８－（１－ナフチ
ルオキシ）－１－オクチルアクリレート、８－（２－ナフチルオキシ）－１－オクチルア
クリレート、及びフェノキシエチルアクリレートからなる群から選択される。
【０１４８】
　実施形態１１は実施形態１～１０のいずれかの接着剤組成物であって、接着剤組成物が
架橋されている。
【０１４９】
　実施形態の中には、パッケージ化接着剤組成物が含まれる。実施形態１２は、重合プレ
接着剤混合物であって、重合性プレ接着剤組成物は、総モノマー１００部に対して少なく
とも５部の量の芳香族モノマーを含み、前記芳香族モノマーは、次の式：
【０１５０】
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【化１１】

　（式中、Ａｒは、非置換の又はＢｒｙ及び（Ｒ３）ｚからなる群から選択される置換基
で置換された芳香族基（式中、ｙは、芳香族基に結合された臭素置換基の数を表しかつ０
～３の整数であり、Ｒ３は、炭素数２～１２の直鎖又は分枝鎖アルキルであり、ｚは芳香
環に結合されたＲ３置換基の数を表しかつ０～１の整数であり、ただしｙ及びｚはどちら
も０でない）であり、Ｘは、酸素、硫黄、又は－ＮＲ４－（式中、Ｒ４は、Ｈ又はＣ１～
Ｃ４アルキルである）であり、ｎは０～３であり、Ｒ１は、炭素数２～１２の非置換の直
鎖又は分枝鎖アルキル連結基であり、Ｒ２は、Ｈ又はＣＨ３のいずれかである）を有する
、重合プレ接着剤混合物と、パッケージ材料と、を含む、パッケージ化接着剤組成物であ
る。
【０１５１】
　実施形態１３は実施形態１２のパッケージ化接着剤組成物であって、パッケージ材料が
、ポリエチレン、エチレン酢酸ビニル、エチレンメチルアクリレート、エチレンアクリル
酸、エチレンアクリル酸アイオノマー、ポリプロピレン、アクリルポリマー、ポリフェニ
レンエーテル、ポリフェニレンスルフィド、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコ
ポリマー、ポリウレタン、及びそれらの混合物並びにブレンドを含む。
【０１５２】
　実施形態１４は実施形態１２又は１３のパッケージ化接着剤組成物であって、パッケー
ジ材料が、ポリエチレン、エチレン酢酸ビニル、又はそれらの混合物若しくはブレンドを
含む。
【０１５３】
　実施形態１５は実施形態１２～１４のいずれかのパッケージ化接着剤組成物であって、
重合性プレ接着剤混合物が、炭素数約１～約１２の非第三級アルキルアルコールのアクリ
ル酸又はメタクリル酸エステル単量体からなる群から選択される少なくとも１種のアクリ
ルモノマーを更に含む。
【０１５４】
　実施形態１６は実施形態１５のパッケージ化接着剤組成物であって、アクリルモノマー
が、１－ブタノール、１－ペンタノール、２－ペンタノール、３－ペンタノール、２－メ
チル－１－ブタノール、１－メチル－１－ブタノール、１－メチル－１－ペンタノール、
２－メチル－１－ペンタノール、３－メチル－１－ペンタノール、２－エチル－１－ブタ
ノール、２－エチル－１－ヘキサノール、３，５，５－トリメチル－１－ヘキサノール、
３－ヘプタノール、２－オクタノール、１－デカノール、１－ドデカノール、及びそれら
の混合物からなる群から選択される。
【０１５５】
　実施形態１７は実施形態１２～１６のいずれかのパッケージ化接着剤組成物であって、
重合性プレ接着剤混合物が、芳香族モノマーと共重合可能な少なくとも１種の極性モノマ
ーを更に含む。
【０１５６】
　実施形態１８は実施形態１７のパッケージ化接着剤組成物であって、極性モノマーが、
エチレン性不飽和カルボン酸、エチレン性不飽和スルホン酸、エチレン性不飽和リン酸、
アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジアルキル置換アクリルアミド、Ｎ－ビニルラクタム、及びＮ
，Ｎ－ジアルキルアミノアルキルアクリレート、エチレン性不飽和ニトリル、並びにそれ
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らの混合物からなる群から選択される。
【０１５７】
　実施形態１９は実施形態１２のパッケージ化接着剤組成物であって、芳香族モノマーが
、６－（４，６－ジブロモ－２－イソプロピルフェノキシ）－１－ヘキシルアクリレート
、６－（４，６－ジブロモ－２－ｓｅｃ－ブチルフェノキシ）－１－ヘキシルアクリレー
ト、２，６－ジブロモ－４－ノニルフェニルアクリレート、２，６－ジブロモ－４－ドデ
シルフェニルアクリレート、２－（１－ナフチルオキシ）－１－エチルアクリレート、２
－（２－ナフチルオキシ）－１－エチルアクリレート、６－（１－ナフチルオキシ）－１
－ヘキシルアクリレート、６－（２－ナフチルオキシ）－１－ヘキシルアクリレート、８
－（１－ナフチルオキシ）－１－オクチルアクリレート、８－（２－ナフチルオキシ）－
１－オクチルアクリレート、及びフェノキシエチルアクリレートからなる群から選択され
る。
【０１５８】
　実施形態の中には、物品が含まれる。実施形態２０は、基材と、基材の少なくとも一部
に配置された接着剤と、を備える物品であり、接着剤が、少なくとも１．４８の屈折率を
有する（メタ）アクリレート系コポリマーと、熱可塑性ポリマーの粒子であって、前記粒
子の少なくとも一部が可視光の波長よりも大きな平均粒径を有する熱可塑性ポリマーの粒
子と、を含み、接着剤組成物は、光学的に透過性である、物品である。
【０１５９】
　実施形態２１は実施形態２０の物品であって、接着剤組成物が、光学的に透明であり、
９０％超の可視光透過率及び５％未満のヘイズを有する。
【０１６０】
　実施形態２２は実施形態２０又は２１の物品であって、基材が、フィルム、テープ裏材
、グラフィック物品、光導体、プラスチック物品、創傷被覆材、保護フィルム若しくはテ
ープ、光抽出層、キーパッド若しくはメンブレンスイッチ、熱収縮層若しくは基材、ディ
スプレイ、タッチセンサ、又は成形用フィルムを含む。
【０１６１】
　実施形態２３は実施形態２０～２２のいずれかの物品であって、熱可塑性ポリマーの粒
子が、ポリエチレン、エチレン酢酸ビニル、エチレンメチルアクリレート、エチレンアク
リル酸、エチレンアクリル酸アイオノマー、ポリプロピレン、アクリルポリマー、ポリフ
ェニレンエーテル、ポリフェニレンスルフィド、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレ
ンコポリマー、ポリウレタン、並びにそれらの混合物及びブレンドの粒子を含む。
【０１６２】
　実施形態２４は実施形態２０～２３のいずれかの物品であって、熱可塑性ポリマーの粒
子が、ポリエチレン、エチレン酢酸ビニル、又はそれらの混合物若しくはブレンドの粒子
を含む。
【０１６３】
　実施形態２５は実施形態２０～２４のいずれかの物品であって、（メタ）アクリレート
系コポリマーが、芳香族モノマーのコポリマーを、総モノマー１００部に対して少なくと
も５部の量で含み、芳香族モノマーが、次の式：
【０１６４】
【化１２】
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　（式中、Ａｒは、非置換の又はＢｒｙ及び（Ｒ３）ｚからなる群から選択される置換基
で置換された芳香族基（式中、ｙは、芳香族基に結合された臭素置換基の数を表しかつ０
～３の整数であり、Ｒ３は、炭素数２～１２の直鎖又は分枝鎖アルキルであり、ｚは、芳
香族環に結合されたＲ；３置換基の数を表しかつ０～１の整数であり、ただしｙ及びｚは
どちらも０でない）であり、Ｘは、酸素、硫黄、又は－ＮＲ４－（式中、Ｒ４は、Ｈ又は
Ｃ１～Ｃ４アルキルである）であり、ｎは０～３であり、Ｒ１は、炭素数２～１２の非置
換の直鎖又は分枝鎖アルキル連結基であり、Ｒ２は、Ｈ又はＣＨ３のいずれかである）を
有する。
【０１６５】
　実施形態２６は実施形態２０～２５のいずれかの物品であって、接着剤が架橋されてい
る。
【０１６６】
　実施形態の中には、接着剤物品の調製方法がある。実施形態２７は接着剤物品の調製方
法であって、少なくとも１．４８の屈折率を有するホットメルト加工可能な（メタ）アク
リレート系コポリマーと、パッケージ材料と、を含む、ホットメルト加工可能なパッケー
ジ化接着剤組成物を提供する工程と、パッケージ化接着剤組成物をホットメルト加工する
工程と、ホットメルト加工されたパッケージ化接着剤組成物を基材の上に配置する工程と
、を含み、接着剤組成物が、光学的に透過性である、方法である。
【０１６７】
　実施形態２８は実施形態２７の方法であって、接着剤組成物が、光学的に透明であり、
９０％超の可視光透過率及び５％未満のヘイズを有する。
【０１６８】
　実施形態２９は実施形態２７又は２８の方法であって、ホットメルト加工可能なパッケ
ージ化接着剤組成物を提供する工程が、重合性プレ接着剤反応性混合物とパッケージ材料
とを混合して、パッケージ化プレ接着剤組成物を形成する工程であって、プレ接着剤混合
物が、芳香族モノマーを総モノマー１００部に対して少なくとも５部の量で含み、芳香族
モノマーが次の式：
【０１６９】

【化１３】

　（式中、Ａｒは、非置換の又はＢｒｙ及び（Ｒ３）ｚからなる群から選択される置換基
で置換された芳香族基（式中、ｙは、芳香族基に結合された臭素置換基の数を表しかつ０
～３の整数であり、Ｒ３は、炭素数２～１２の直鎖又は分枝鎖アルキルであり、ｚは、芳
香環に結合されたＲ３置換基の数を表しかつ０～１の整数であり、ただしｙ及びｚはどち
らも０でない）であり、Ｘは、酸素、硫黄、又は－ＮＲ４－（式中、Ｒ４は、Ｈ又はＣ１

～Ｃ４アルキルである）であり、ｎは０～３であり、Ｒ１は、炭素数２～１２の非置換の
直鎖又は分枝鎖アルキル連結基であり、Ｒ２は、Ｈ又はＣＨ３のいずれかである）を有す
る、工程と、プレ接着剤混合物を重合する工程と、を含む。
【０１７０】
　実施形態３０は実施形態２７～２９のいずれかの方法であって、パッケージ材料が、ポ
リエチレン、エチレン酢酸ビニル、エチレンメチルアクリレート、エチレンアクリル酸、
エチレンアクリル酸アイオノマー、ポリプロピレン、アクリルポリマー、ポリフェニレン
エーテル、ポリフェニレンスルフィド、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコポリ
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マー、ポリウレタン、並びにそれらの混合物及びブレンドを含む。
【０１７１】
　実施形態３１は実施形態２７～３０のいずれかの方法であって、パッケージ材料が、ポ
リエチレン、エチレン酢酸ビニル、又はそれらの混合物若しくはブレンドを含む。
【０１７２】
　実施形態３２は実施形態２９の方法であって、重合性プレ接着剤混合物が、炭素数約１
～約１２の非第三級アルキルアルコールのアクリル酸又はメタクリル酸エステル単量体か
らなる群から選択される少なくとも１種のアクリルモノマーを更に含む。
【０１７３】
　実施形態３３は実施形態３２の方法であって、アクリルモノマーが、１－ブタノール、
１－ペンタノール、２－ペンタノール、３－ペンタノール、２－メチル－１－ブタノール
、１－メチル－１－ブタノール、１－メチル－１－ペンタノール、２－メチル－１－ペン
タノール、３－メチル－１－ペンタノール、２－エチル－１－ブタノール、２－エチル－
１－ヘキサノール、３，５，５－トリメチル－１－ヘキサノール、３－ヘプタノール、２
－オクタノール、１－デカノール、１－ドデカノール、及びそれらの混合物からなる群か
ら選択される。
【０１７４】
　実施形態３４は実施形態２９の方法であって、重合性プレ接着剤混合物が、芳香族モノ
マーと共重合可能な少なくとも１種の極性モノマーを更に含む。
【０１７５】
　実施形態３５は実施形態３４の方法であって、極性モノマーが、エチレン性不飽和カル
ボン酸、エチレン性不飽和スルホン酸、エチレン性不飽和リン酸、アクリルアミド、Ｎ，
Ｎ－ジアルキル置換アクリルアミド、Ｎ－ビニルラクタム、及びＮ，Ｎ－ジアルキルアミ
ノアルキルアクリレート、エチレン性不飽和ニトリル、並びにそれらの混合物からなる群
から選択される。
【０１７６】
　実施形態３６は実施形態２９の方法であって、芳香族モノマーが、６－（４，６－ジブ
ロモ－２－イソプロピルフェノキシ）－１－ヘキシルアクリレート、６－（４，６－ジブ
ロモ－２－ｓｅｃ－ブチルフェノキシ）－１－ヘキシルアクリレート、２，６－ジブロモ
－４－ノニルフェニルアクリレート、２，６－ジブロモ－４－ドデシルフェニルアクリレ
ート、２－（１－ナフチルオキシ）－１－エチルアクリレート、２－（２－ナフチルオキ
シ）－１－エチルアクリレート、６－（１－ナフチルオキシ）－１－ヘキシルアクリレー
ト、６－（２－ナフチルオキシ）－１－ヘキシルアクリレート、８－（１－ナフチルオキ
シ）－１－オクチルアクリレート、８－（２－ナフチルオキシ）－１－オクチルアクリレ
ート、及びフェノキシエチルアクリレートからなる群から選択される。
【０１７７】
　実施形態３７は実施形態２７～３６のいずれかの方法であって、基材が、フィルム、テ
ープ裏材、グラフィック物品、光導体、プラスチック物品、創傷被覆材、保護フィルム若
しくはテープ、光抽出層、キーパッド若しくはメンブレンスイッチ、熱収縮層若しくは基
材、ディスプレイ、タッチセンサ、又は成形用フィルムを含む。
【０１７８】
　実施形態３８は実施形態２７～３７のいずれかの方法であって、基材上に配置された接
着剤を架橋する工程を更に含む。
【０１７９】
　実施形態３９は実施形態３８の方法であって、架橋する工程が、架橋剤の光化学的開始
反応、又はガンマ線若しくは電子線への暴露を含む。
【０１８０】
　実施形態４０は実施形態２９の方法であって、プレ接着剤混合物の重合が、開始剤の熱
的開始反応、又はガンマ線への暴露を含む。
【０１８１】
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　実施形態４１は実施形態２７～４０のいずれかの方法であって、ホットメルト加工する
工程が、押出機での押出成形を含み、結果として得られる配置された接着剤が、少なくと
も１．４８の屈折率を有する（メタ）アクリレートコポリマーと、熱可塑性ポリマーの粒
子であって、前記粒子の少なくとも一部が、可視光の波長よりも大きな平均粒径を有する
、熱可塑性ポリマーの粒子と、を含む。
【０１８２】
　実施形態４２は実施形態４１の方法であって、少なくとも１種の添加剤を押出機へ添加
する工程を更に含む。
【０１８３】
　実施形態４３は実施形態２７～４２のいずれかの方法であって、ホットメルト加工する
工程が、押出機での押出成形を含み、ホットメルト加工されたパッケージ化接着剤組成物
を基材上に配置する工程が、ホットメルト加工されたパッケージ化接着剤組成物と基材と
を同時に押出成形することを含む。
【実施例】
【０１８４】
　光学接着剤配合物は、調製し、コーティングして、許容範囲にある透過率、透明度及び
ヘイズ値を保持しながら接着特性を示すことを試験した。さらに、接着剤内部のパウチド
メインのサイズも評価した。以下の実施例はあくまで例示を目的としたものにすぎず、添
付の「特許請求の範囲」に対して限定的であることを意図するものではない。特に断りが
ないかぎり、以下の実施例及び明細書の残りの部分に記載される部、比率（％）、比等は
すべて重量基準のものである。
【０１８５】
【表１】
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【０１８６】
【表２】

【０１８７】
　試験方法
　剥離接着力（ＡＳＴＭ　Ｄ３３３０　ＰＳＴＣ　１０１）
　剥離接着力は、コーティングされた可撓性シート材料を試験パネルから取り除くのに必
要な力であって、特定の角度及び除去速度で測定されるものである。実施例における試料
の調製及び試験方法は、ＡＳＴＭの方法Ｄ　３３３０（１９９２年）及び感圧テープ協議
会（Pressure Sensitive Tape Council）の方法ＰＳＴＣ－１０１（１９８９年）を改良
したものである。ウレタンフィルム上に押出された接着剤を周囲条件下で１週間にわたっ
て平衡化させた。試料は、試験を行う一日前に、一定の温度及び湿度、すなわち２３℃及
び相対湿度５０％に暴露させた。試料を切断して１０ミリメートル幅のストリップ片とし
た。ＲＫ８０１４塗装パネル（ＡＣＴ（ミシガン州Ｈｉｌｌｓｄａｌｅ）から入手可能）
は、イソプロピルアルコールを用いて洗浄した。剥離ライナーを除去し、接着剤ストリッ
プ片をＲＫ８０１４パネルにスキージーを用いて適用した。剥離接着力は、適用してから
約２０分後にＭｏｄｅｌ　１１２２引張試験機（Ｍｏｄｕｌａｒ　Ｔｅｓｔ　Ｓｙｓｔｅ
ｍｓ（ミネソタ州Ｓｈａｋｏｐｅｅ）から入手可能）を用いてクロスヘッド速度３０ｃｍ
／分で１８０度剥離することで測定した。剥離接着力は、オンス／インチで測定して、ニ
ュートン／メートル（Ｎ／ｍ）に換算した。
【０１８８】
　全透過率及びヘイズ（ＡＳＴＭ　Ｄ１００３）
　光透過率（Luminous transmission）、透明度及びヘイズは、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－
００に従ってＧａｒｄｎｅｒ　Ｈａｚｅ－Ｇｕａｒｄ　Ｐｌｕｓモデル４７２５（ＢＹＫ
－Ｇａｒｄｎｅｒ（メリーランド州Ｃｏｌｕｍｂｉａ）から入手可能）を用いて測定した
。（以降の実施例節に記載と同様に）２枚のフィルムの間に接着剤を挟持させて、透過率
（％）、ヘイズ（％）及び透明度（％）を記録した。
【０１８９】
　（実施例）
　接着剤の調製
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　接着剤組成物は、本明細書に参照として引用される米国特許第６，２９４，２４９号（
Ｈａｍｅｒら）に記載の手順を用いて調製した。エチレン酢酸ビニルフィルムからなるシ
ート（Ｂｅｒｒｙ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（インディアナ州Ｅｖａ
ｎｓｖｉｌｌｅ）から入手可能）２枚の外側縁と底部を液体製袋充填機（Ｓｃｈｌｏｓｓ
ｐａｃｋ　Ｆｏｒｍ　Ｆｉｌｌ　Ｓｅａｌモデル番号ＶＭ２２０ＨＳ）で熱融着させて、
幅測定値が３．１７５ｃｍの矩形パウチを形成した。次いでパウチに、前記配合表に示し
た固形分（重量％）量の接着剤組成物を充填した。次に、充填されたパッケージの上部を
横断方向にモノマーを用いて熱融着することで、約２５グラムの組成物が収容された３．
１７５ｃｍ×３．１７５ｃｍ×厚さ約０．３５６ｃｍの接着剤パウチをそれぞれ形成した
。
【０１９０】
　接着剤パウチを約１５℃～１７℃に保持された水槽に入れて、約４．５ｍＷ／ｃｍ２の
強度の紫外線に８．３３分間にわたって暴露させた。紫外線は、発光の約９０％が３００
～４００ｎｍでかつ発光ピークが３５１ｎｍのランプから供給された。
【０１９１】
　実施例１～８及び比較例Ｃ１～Ｃ２
　表１の配合及び条件を用いて、接着剤パウチを、バレル温度が１７７℃に設定された二
軸押出機（Ｗｅｒｎｅｒ　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ）に供給した。ポリウレタンフィルム（
ＰＣＴ国際特許出願公開第ＷＯ　２００６／１１８８８３号（Ｈｏ）の実施例１の記載と
同様にして調製）上に、接着剤をドロップダイから厚さ５１マイクロメートルとなるよう
に押出した。次いで、被覆接着剤試料の一部に紫外線を表１に示すように暴露させた。被
覆接着剤試料を、両面がシリコーン剥離コーティング処理された紙ウェブを挿入しながら
ロール状に巻き取った。被覆接着剤の輝度及び剥離接着力を、上述の試験法を用いて試験
した。結果を表１に記す。輝度試験を行う前に、試料の接着剤面にヘイズ１．５％、透過
率８９％及び透明度９９．６％の１６５マイクロメートルのＰＥＴフィルムを積層した。
【０１９２】
【表３】

【０１９３】
　実施例９
　表２中の配合及び条件を用いて、接着剤パウチを、バレル温度が１７７℃に設定された
二軸押出機（Ｗｅｒｎｅｒ　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ）に供給した。ポリウレタンペレット
（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（オハイオ州Ｗｉｃｋｌｉｆｆｅ）から入
手可能なＥＳＴＡＮＥ　ＡＬＲ　ＣＬ８７ＡＶ）を、バレル温度が１７７℃に設定された
一軸押出機（Ｈａａｋｅ）に供給した。これら２種の溶融流を多層ダイに供給して、両面
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がシリコーン剥離コーティング処理された紙ウェブ上に押出した。押出成形試料の層内に
は気泡が確認された。ポリウレタンの厚さは１５２マイクロメートルであり、接着剤試料
の厚さは５１マイクロメートルであった。被覆接着剤試料を次いで、紫外線に暴露させた
。接着剤の輝度及び剥離接着力を、上述の試験法を用いて試験した。結果を表２に記す。
輝度試験を行う前に、ヘイズ１．５％、透過率８９％及び透明度９９．６％の１６５マイ
クロメートルのＰＥＴフィルムを試料の接着剤面に積層した。
【０１９４】
【表４】

【０１９５】
　実施例１０～１２及び比較例３
　表３中の配合及び条件を用いて、接着剤パウチは、ラム押出機を介して静的ミキサーへ
処理を進めた。両者とも１７７℃に設定した。接着剤は、１８８℃に設定したドロップダ
イから押出した。接着剤は、両面がシリコーン剥離コーティング処理された紙ウェブ上に
押出した。配合及び条件については表３を参照されたい。次に、接着剤試料を紫外線又は
ガンマ線に暴露させた。紫外線は、出力約８０ワット／ｃｍ及び１８０～４３０ｎｍの範
囲のスペクトル出力を有する中圧水銀ランプから供給して、総エネルギー約２５０ｍＪ／
ｃｍ２を付与した。接着剤の輝度を、上述の試験法を用いて試験した。結果を表３に記す
。輝度試験を行う前に、ヘイズ４．９％、透過率９０．７％及び透明度９５．９％の５１
マイクロメートルの下塗り処理したＰＥＴフィルム（Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　Ｐｏｌｙｅ
ｓｔｅｒ　Ｆｉｌｍ　Ｉｎｃ．（サウスカロライナ州Ｇｒｅｅｒ）から入手可能なＨＯＳ
ＴＡＰＨＡＮ）を接着剤試料の両面に積層した。
【０１９６】

【表５】

【０１９７】
　相のサイズを求めるための顕微鏡写真
　配合物番号１０のみからなる実施例９の接着剤試料から約５１ｍｍ×５１ｍｍを切断し
て、Ｚｅｉｓｓ顕微鏡（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｅｉｃｋｈｏｓｔ（ドイツ、Ｈａｍｂｕｒｇ）か
ら入手可能）のスライドガラス上に載せた。倍率７８．７５倍で顕微鏡写真を撮影した。
ＩＭＡＧＥＪ　１．４４Ｋソフトウェア（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ
　Ｈｅａｌｔｈから入手可能）を用いて、押出パウチ材料の高さ及び幅を測定し、平均す
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ることで、接着剤内の材料ドメインサイズを求めた。
【０１９８】
　２０１５個の押出パウチドメインの測定結果を平均した。高さ平均は０．９１９４マイ
クロメートルであり、幅平均は０．３１３８マイクロメートルであった。
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